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5
月
29
日
㊐
、
栗
栖
小
学
校
に
て
、
木
曽
三
川
連
合
総
合
水
防

演
習
・
広
域
連
携
防
災
訓
練
の
一
環
で
「
土
砂
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
活
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
栗
栖
地
区
の
小
学
生
と
保
護

者
ら
1
5
0
人
が
参
加
し
、
降
雨
体
験
機
で
の
豪
雨
体
験
や
模
型

を
使
っ
た
土
石
流
の
発
生
実
験
を
見
る
な
ど
し
、
土
砂
災
害
へ
の

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
内
各
所
で
は
市
防
災
マ
ッ
プ
を
確
認
し
な
が
ら
、

市
地
域
安
全
課
や
整
備
課
職
員
ら
の
誘
導
で
危
険
箇
所
や
避
難
経

路
を
確
認
す
る
な
ど
、
土
砂
を
く
い
と
め
る
砂
防
え
ん
提
や
擁
壁

の
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

栗
栖
神
社
で
は
、
灯
篭
の
倒
壊
に
よ
る
人
的
影
響
を
懸
念
し
、

安
全
対
策
の
た
め
に
柵
や
囲
い
を
設
置
す
る
な
ど
地
域
で
防
災
の

取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

栗
栖
区
長
の
仙
石
友
男
さ
ん
は
、「
最
近
で
は
各
地
で
震
災
が

起
き
て
い
る
。
栗
栖
地
区
は
、
山
と
川
に
囲
ま
れ
た
地
区
で
、
い

つ
土
砂
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
面
で
、
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
も
し
そ
う
い
う
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、

心
の
準
備
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
時
の
物
資
の
準
備
が
必

要
。
普
段
か
ら
食
料
品
な
ど
1
週
間
分
を
各
自
で
準
備
し
て
ほ
し

い
」
と
防
災
意
識
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
時
、
地
域
の
住
民
の
助
け
合
い
に
よ

り
多
く
の
人
命
が
救
わ
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
地
域
の
助
け
合
い
を

大
切
に
し
、
高
齢
者
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
災
害
か
ら
守
る
よ
う
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

土
砂
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

栗
栖
地
区

7月の夏祭りを紹介
介護保険制度だより
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非常持出品
避難するときに、最初に持ち出す物です。避難しやすいよう、できるだけコンパクトにまとめましょう。

備蓄品
災害復旧までの数日間を自活するための備蓄品です。最低でも 3日分、できれば 7日分を準備しましょう。

非 常 食 保存期間が長く、火を通さないで食べられるものが便利。

飲 料 水 赤ちゃんがいる場合は粉ミルクなども用意。

懐 中 電 灯 夜間の必須アイテム。予備の電池も準備。

携 帯 ラ ジ オ FMとAM両方が聞けるもの。予備の電池も準備。

救急薬品・常備薬 応急手当ができる薬品類や、持病の常備薬など。

貴 重 品 現金（十円硬貨も）、通帳、健康保険証、免許証、印鑑など。

そ の 他 衣類、食器類、生理用品、携帯電話の充電器など。

非 常 食 そのまま食べられるか簡単な調理で済むものが便利。

飲 料 水 飲料水の目安は1人1日3リットル程度。

生 活 用 品 アウトドア用品などが便利。燃料やコンロなども。

　

今
年
4
月
の
熊
本
地
震
が
発
生

し
て
、
3
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
震
度
7
の
地
震
が
2

回
発
生
す
る
と
い
う
想
定
し
て
い

な
い
事
態
が
お
き
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
発
生
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。「
い
ざ
」
の
時
に
備
え
て
お

く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

①
地
域
の
危
険
を
知
る

　

熊
本
地
震
で
は
、
多
く
の
家
屋

が
倒
壊
し
た
ほ
か
、
大
規
模
な
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。
市
で

は
、
土
砂
災
害
の
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
箇
所
を
掲
載
し
た
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
住
ん
で
い
る
地
区
を
一
度
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
12
年
9
月
の
東
海

豪
雨
で
は
市
内
で
土
石
流
に
よ
る

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
22
年

7
月
に
は
、
市
内
で
1
時
間
に

1
5
0
㍉
か
ら
1
8
6
㍉
の
最
大

雨
量
を
観
測
し
、
が
け
崩
れ
や
床

上
浸
水
な
ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

②
避
難
経
路
・
場
所
を
確
認

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
熊
本
地
震
で
は
、

震
度
7
の
地
震
が
午
後
9
時
26
分

頃
と
午
前
1
時
25
分
頃
に
発
生
し

て
い
ま
す
。
家
族
が
昼
間
は
一
緒

に
い
な
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
災
害
が
発
生
す
る
と
、
携
帯

電
話
も
繋
が
り
に
く
く
な
り
ま

す
。
家
族
の
集
合
場
所
を
決
め
て

お
け
ば
、
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
夜
に
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
、
暗
く
足
元
が
き
ち
ん
と
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ひ
と
り
ひ
と

り
が
避
難
経
路
や
集
合
場
所
を
確

認
し
、
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
情
報
の
入
手
方
法
を
確
保

　

市
で
は
、
気
象
警
報
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
「
犬
山
市
安
心
情
報

メ
ー
ル
」
で
、
す
ぐ
に
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
こ
の
メ
ー
ル
は
登

録
が
必
要
で
す
が
、
気
象
警
報
や

避
難
情
報
、
避
難
所
情
報
を
配
信

し
て
い
ま
す
。

■
犬
山
市
安
心
情
報
メ
ー
ル

　

登
録
は
空
メ
ー
ル
送
信
か
、

Q‌

R
コ
ー
ド
（
左
）
を
読
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

空
メ
ー
ル
用
送
信
ア
ド
レ
ス

t-inuyam
a-anshin＠

sg-m
.jp

④
備
蓄
品
も
大
事

　

市
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、
人

口
の
1
割
に
当
た
る
7
，
5
0
0

人
の
3
食
3
日
分
の
食
料
な
ど
の

備
蓄
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

食
料
は
、
6‌

7
，
5
0
0
食
分

と
な
り
ま
す
。
来
年
3
月
で
の
備

蓄
率
は
目
標
の
約
7
割
と
な
る
予

定
で
す
。

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
最
大

の
効
果
を
得
る
よ
う
、
災
害
へ
の

備
え
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑤
住
宅
の
耐
震
化

　

建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
、

昭
和
56
年
6
月
か
ら
耐
震
へ
の
規

定
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
改
正
以
前
に
建
築
さ
れ

た
家
屋
が
ど
の
く
ら
い
の
強
度
が

あ
る
か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
診
断
結
果
に
よ
り
、
耐
震

改
修
工
事
を
行
う
場
合
は
、
市
か

ら
1
戸
あ
た
り
90
万
円
ま
で
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
50
棟
の
耐
震
診
断
を

予
定
し
、
残
り
は
あ
と
約
20
棟
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
で
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
災
害
へ
の
備
え
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
い
ざ
」
と
い
う
時
の
た
め
に

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

▼問合せ先　①〜④は地域安全課防災担当（☎44・0346）、⑤は都市計画課（☎44・0331）

●
坂
下
井
堀
町
吉
野
神
社

　
夏
祭
り

　

巨
大
提
灯
を
は
じ
め
、
小
提
灯

を
飾
り
ま
す
。
巫
女
と
囃は
や

子し

方か
た

で

ご
神
楽
「
扇
の
舞
い
」
を
奉
納

（
中
々
切
町
保
存
会
の
協
力
）。

子
供
会
と
坂
下
青
壮
年
会
の
バ

ザ
ー
や
作
品
展
示
会
も
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き　

7
月
3
日
㊐
午
後
6
時

〜
8
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

坂
下
井
堀
町
吉
野
神

社
境
内

▼
問
合
せ
先　

柴
田
（
☎
61
・

1
7
5
9
）

●
坂
下
中
々
切
町

　
三
宅
神
社
夏
祭
り

○
7
月
9
日
㊏
夏
祭
り

　

午
後
2
時
よ
り
子
供
太
鼓
と
お

囃は
や

子し

方か
た

が
太
鼓
と
鉦
と
お
は
や
し

を
先
頭
に
、
み
こ
し
と
神
馬
で
町

　夏まつりの季節がやってきま
した。市内の各地で行われる 7
月の夏まつりを紹介します。多
数の参加をお待ちしています。
※�主催者の都合で内容が一部変
更になる場合があります。

内
を
練
り
歩
く
。
午
後
5
時
か
ら

は
、
小
学
生
が
、
お
ま
ん
と
う
の

掛
け
声
上
げ
て
町
内
を
掛
け
廻

る
。
午
後
6
時
か
ら
、
三
宅
神
社

で
小
学
生
の
巫
女
と
囃は
や

子し

方か
た

が
参

拝
者
の
健
康
と
交
通
安
全
を
祈
願

し
て
、
ご
神
楽
「
扇
の
舞
い
」
を

奉
納
。

○
7
月
10
日
㊐
疫
神
祭

　

午
後
8
時
よ
り
神
主
に
よ
る
祓

詞
を
奉
上
し
疫
神
神
興
の
出
発
式

と
疫
神
の
お
焚
き
上
げ
神
事
を
行

い
ま
す
。

▼
と
き　

本
祭
＝
7
月
9
日
㊏
午

後
2
時
〜
9
時
頃
、
疫
神
祭
＝
10

日
㊐
午
後
8
時
開
始

▼
と
こ
ろ　

坂
下
中
々
切
町
の
三

宅
神
社
中
心

▼
問
合
せ
先　

保
存
会　

小
池
昭

夫
（
☎
61
・
4
7
0
0
）

●
第
16
回
で
て
き
て
ち
ょ
う
祭

　
出
来
町
秋
葉
大
社
祭
り

▼
と
き　

7
月
17
日
㊐
午
後
5
時

〜
8
時
（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

出
来
町
秋
葉
神
社
境
内

▼
内
容　

和
太
鼓
、
鬼
神
太
鼓
、

コ
ミ
カ
ル
ダ
ン
ス
、
バ
ザ
ー
、
屋

台
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
問
合
せ
先　

宮
島
（
☎
090
・
８

７
３
５
・
９５７８



）

●
犬
山
神
社
夏
祭
り

▼
と
き　

7
月
19
日
㊋
午
後
4
時

〜
8
時

▼
と
こ
ろ　

犬
山
神
社

▼
問
合
せ
先　

日
比
野
晃
三
（
☎

61
・
3
8
0
3
）

●
三
光
稲
荷
縁
日

▼
と
き　

7
月
22
日
㊎
午
後
5
時

〜
9
時

▼
と
こ
ろ　

三
光
稲
荷
神
社

▼
問
合
せ
先　

犬
山
城
下
町
ま
ち

づ
く
り
協
会（
☎
65
・
０００


２
）

●
第
10
回
竹
あ
か
り
と

　
尾
張
冨
士
大
宮
浅
間
神
社

　
の
輪
く
ぐ
り

「
輪
く
ぐ
り
」
は
、
古
く
か
ら
夏

の
無
病
息
災
を
願
う
神
事
で
す
。

家
族
の
健
康
を
祈
り
つ
つ
、
千
灯

の
竹
あ
か
り
を
灯
し
幻
想
的
な
光

の
世
界
を
演
出
。
ま
た
、
さ
く
ら

太
鼓
の
実
演
も
予
定
。
午
後
6
時

よ
り
点
灯
し
ま
す
。

※
先
着
1
0
0
人
に
冷
た
い
棒

ジ
ュ
ー
ス
有
り
。
ゆ
か
た
で
来
場

の
人
に
特
製
う
ち
わ
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
会
場
で
6
時
よ
り
無
料
ゆ
か

た
着
付
け
教
室
開
催
。

※
竹
あ
か
り
作
成
お
手
伝
い
募

集
。
当
日
、
午
前
8
時
浅
間
神
社

駐
車
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

7
月
23
日
㊏
午
後
6
時

〜
9
時

▼
と
こ
ろ　

尾
張
冨
士
大
宮
浅
間

神
社
境
内

▼
問
合
せ
先　

わ
っ
し
ょ
い
入
鹿

事
務
局
ア
イ
ラ
ン
ド
（
☎
67
・
０

９９８


）、犬
山
商
工
会
議
所
（
☎

62
・
５
２
３
３
）

●
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
犬
山
　
夏
祭
り

▼
と
き　

7
月
23
日
㊏
午
後
2
時

〜
4
時

▼
と
こ
ろ　

介
護
老
人
保
健
施
設

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
犬
山
1
階

▼
内
容　

大
道
芸
人
に
よ
る
出
し

物
、
利
用
者
と
職
員
に
よ
る
出
し

物
、
体
力
測
定
、
模
擬
店
な
ど　

▼
問
合
せ
先　

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
犬

山
（
☎
68
・
1
3
6
6
）

●
医
療
法
人
永
仁
会

　
さ
と
う
病
院
夏
祭
り

　

創
立
20
周
年
感
謝
祭（
全
3
弾
）

第
2
弾
と
し
て
、
例
年
と
は
ひ
と

味
違
う
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
の
夏
祭

り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
23
日
㊏
午
後
6
時

〜
8
時　

雨
天
決
行　

▼
と
こ
ろ　

医
療
法
人
永
仁
会　

さ
と
う
病
院 

▼
内
容　

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
模
擬
店
多
数　

▼
問
合
せ
先　

大
澤
（
☎
67
・

7
6
6
0
）

●
針
綱
神
社
輪
く
ぐ
り
神
事

▼
と
き　

7
月
30
日
㊏
午
後
6
時
〜

▼
内
容　

輪
く
ぐ
り
神
事
、
奉
納

巫
女
舞
、
奉
納
鵜
飼

▼
問
合
せ
先　

針
綱
神
社
（
☎

61
・
０１８０



）

●
第
19
回
ぬ
く
森
納
涼
祭

▼
と
き　

7
月
31
日
㊐
午
後
5
時

30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
ぬ
く
森　

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
、
中
庭

▼
内
容　

盆
踊
り
、
模
擬
店
多
数　

▼
問
合
せ
先　

ぬ
く
森
（
☎
65
・

１８８８



）
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介護保険制度だより ▼問合せ先　長寿社会課　（☎44・0326）

○介護保険料のしくみ
　介護保険制度は、犬山市（保険者）が運営しています。40歳以上の人が加入者（被保険者）となって保険料を納め、介護が必要
となったときには、サービスを利用できる仕組みとなっています。

○介護保険料
　介護保険は65歳以上の人（第1号被保険者）の保険料、40歳〜64歳までの人（第2号被保険者）の保険料、公費（国・県・市の財
源）により運営しています。65歳以上の人の保険料は、世帯や個人の所得状況に応じて決定されます。

○65歳以上の人の保険料と納め方
老齢年金等特別徴収対象年金が年額
18万円以上の人
（月額 1万 5千円以上の人）

年金額が年額18万円以上の人でも
・年度途中に65歳になったとき
・�年度途中に他市町村から転入したとき
・�年度途中で保険料額が変更になったとき
・�年度の初め（ 4月 1日）に年金を受給して
いなかったときは、一時的に普通徴収にな
ります。

年金の定期支払い（年 6回）の際に、
介護保険料があらかじめ差し引か
れます。

特別徴収

老齢年金等特別徴収対象年金が年額
18万円未満の人
（月額 1万 5千円未満の人）

被保険者
●保険料を納めます
●サービスが必要となったら要介護認定に申請をします
●�サービスを利用したときは費用の1割または2割を自己負担します

特記事項
（調査資料）

一次判定
（コンピュータ）

ケアプランの作成

居宅サービス利用

施設サービス利用

犬山市（保険者）
●介護保険制度を運営します
●保険証を交付します
●�要介護認定を行います
●介護サービスの確保・整備をします

サービス事業者
（�指定を受けた社会福祉法人、医療法
人、民間法人など）

●�介護サービスや介護予防サービスを
提供します

被
保
険
者

被
保
険
者

犬
山
市
の
窓
口

要
介
護
認
定

二
次
判
定
（
介
護
認
定
審
査
）

認
定
調
査

意
見
書

みんなで支え合う
介護保険

送付される納付書か、口座振替に
より、介護保険料を犬山市へ直接
納めます。

普通徴収

平成27年度〜平成29年度の所得段階別介護保険料一覧表    ※基準額（年額）＝基準月額4,563円×12月（100円未満切り捨て）
所得段階 対象となる人 保険料調整率 保険料（年額）

第 1段階

●生活保護受給者の人
●老齢福祉年金受給者の人で、世帯全員が住民税非課税の人
●�世帯全員が住民税非課税で、被保険者本人の前年の課税年金収入額と前年の合
計所得金額の合計額が80万円以下の人

基準×0.45
24,600円

(国・県・市の負担
により2,700円軽減
されています)

第 2 段階 世帯全員が住民税非課税で、被保険者本人の前年の課税年金収入額と前年の合計
所得金額の合計額が80万円を超え120万円以下の人 基準×0.65 35,500円

第 3段階 世帯全員が住民税非課税で、被保険者本人の前年の課税年金収入額と前年の合計
所得金額の合計額が120万円を超える人 基準×0.75 41,000円

第 4段階 世帯の誰かが住民税課税で、被保険者本人が住民税非課税かつ被保険者本人の前
年の課税年金収入額と前年の合計所得金額の合計額が80万円以下の人 基準×0.85 46,500円

第 5段階 世帯の誰かが住民税課税で、被保険者本人が住民税非課税かつ被保険者本人の前
年の課税年金収入額と前年の合計所得金額の合計額が80万円を超える人 基準額 54,700円

第 6段階 被保険者本人が住民税課税で前年の合計所得金額が120万円未満の人 基準×1.15 62,900円

第 7段階 被保険者本人が住民税課税で前年の合計所得金額が120万円以上190万円未満の人 基準×1.25 68,400円

第 8段階 被保険者本人が住民税課税で前年の合計所得金額が190万円以上290万円未満の人 基準×1.50 82,100円

第 9段階 被保険者本人が住民税課税で前年の合計所得金額が290万円以上500万円未満の人 基準×1.70 93,000円

第10段階 被保険者本人が住民税課税で前年の合計所得金額が500万円以上1,000万円未満の人 基準×1.75 95,800円

第11段階 被保険者本人が住民税課税で前年の合計所得金額が1,000万円以上の人 基準×1.80 98,500円

保険料の納付
要介護認定の申請

介護サービスの
提供

介護保険被保
険者証の交付

介護報酬（9割または
8割）の支払い

利用者負担
（1割または2割）
の支払い

○40歳〜64歳の人の保険料の納め方
　保険料は、加入する医療保険の算定方法により、医療保険料（国民健康保険税等）の一部として納めます。

○要介護認定
　介護保険のサービスを受けるためには、要介護認定を受ける必要があります。被保険者がどれくらい介護を必要としているかを、
認定調査員による調査と主治医の意見書によって、介護認定審査会で審査・判定し認定されます。なお、一定期間経過後に見直し
が必要となりますので、その都度更新の手続きを行っていただくことになります。

申請場所　犬山市役所長寿社会課窓口
申請に必要な書類
第 1号被保険者：申請書、介護保険被保険者証、個人番号カードもしくは個人番号通知カード、本人確認書類
第 2号被保険者：�申請書、介護保険被保険者証（所持している人）、加入している医療保険の保険証、個人番号カードもしくは個

人番号通知カード、本人確認書類

犬　山　市

申
請

通
知

○平成28年度の介護保険制度改正
【平成28年 8 月から実施】
　施設及び短期入所サービス（ショートステイ）を利用している人の食費・居住費の軽減要件の区分決定にあたり、非課税年金（遺
族年金、障害年金）も収入として算定します。
　※詳細については、長寿社会課窓口でお問い合わせください。

○高齢者あんしん相談センター（地域包括支援センター）
　高齢者が住み慣れた地域で生き生きと安心して暮らせるよう支援する機関として、高齢者あんしん相談センターを設置していま
す。介護・福祉・医療などの相談がありましたら、お住まいの地区の高齢者あんしん相談センターにお気軽にご相談ください。

（受付時間：午前 8時30分〜午後 5時15分　㊏・㊐・㊗を除く）

犬山北地区（丸山地区を除く） 犬山北地区サブセンター 犬山市福祉会館内 62-1166

犬山南地区 犬山南地区サブセンター 犬山市休日急病診療所併設 62-2270

城東地区（丸山地区を含む） 城東地区サブセンター 特別養護老人ホームぬく森内 65-2100

羽黒・池野地区 羽黒・池野地区サブセンター 老人保健施設フローレンス犬山内 68-1635

楽田地区 楽田地区サブセンター 特別養護老人ホーム犬山白寿苑内 67-6684

＊原則としてこの間は30日以内で行われます。

45 広報いぬやま　H28・7・1号 広報いぬやま　H28・7・1号



✂

✂

有効期間　平成28年7月1日㊎〜9月4日㊐
※休村日を除く・一葉4人まで1回限り有効

・他の割引券との併用不可
・団体利用不可
・転売禁止、コピー不可

小澤量子さん若井宗臣さん

6 月 8 日㊌、退任された仲根恭子さんへ中部管
区行政評価局長より感謝状が贈呈されました。

■
行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す
！

　

行
政
相
談
委
員
の
仲
根
恭
子
さ

ん
が
5
月
31
日
で
退
任
し
、
6
月

1
日
付
け
で
小
澤
量
子
さ
ん
が
就

任
し
ま
し
た
。若
井
宗
臣
さ
ん
は
、

昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
行
政
相
談

に
あ
た
り
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

に
よ
っ
て
委
嘱
を
受
け
、
福
祉
、

生
活
環
境
、
道
路
・
河
川
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
な
ど
行
政
に
対
す
る
相

■
第
37
回
日
本
ラ
イ
ン

　
夏
ま
つ
り

　

今
年
も
例
年
ど
お
り
、
日
本
ラ

イ
ン
夏
ま
つ
り
を
実
施
し
ま
す
。

夜
空
を
彩
る
花
火
の
競
演
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

（
1
）
ロ
ン
グ
ラ
ン
花
火　

8
月

1
日
㊊
〜
9
日
㊋
各
日
午
後
7
時

50
分
頃
か
ら

（
2
）
納
涼
花
火
大
会　

8
月
10

日
㊌
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
20
分

（
雨
天
決
行
、
木
曽
川
増
水
の
場

合
は
、
中
止
）

※
中
止
の
場
合
8
月
14
日
㊐
〜
21

日
㊐
に
ロ
ン
グ
ラ
ン
花
火
を
開
催

▼
と
こ
ろ　

木
曽
川
河
畔
ツ
イ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
下
流

▼
内
容　
（
1
）
ロ
ン
グ
ラ
ン
花

火
＝
打
上
花
火
約
2
0
0
発

（
2
）
納
涼
花
火
大
会
＝
打
上
花

火 

約
3
，
0
0
0
発

〈
有
料
観
覧
席
を
設
置
〉

　

今
回
も
、
木
曽
川
河
畔
の
一
部

に
、
花
火
を
ゆ
っ
た
り
と
鑑
賞
で

き
る
全
席
指
定
の
有
料
観
覧
席
を

設
け
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

8
月
10
日
㊌
午
後
7
時

30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ　

木
曽
川
河
畔
（
ツ
イ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
下
西
側
）

▼
席
数　

1
，
3
0
0
席
（
全
席

指
定
・
先
着
順
）

▼
席
料　

1
席
1
，
5
0
0
円

▼
申
込
み　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
に
て

電
話
予
約
。チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
の
店
、

サ
ー
ク
ル
K
サ
ン
ク
ス
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
に
て
販
売
（
市
内
在
住

者
先
行
販
売
）
7
月
9
日
㊏
午
前

10
時
か
ら

（
☎
0
5
7
0
・
02
・
９５７

‌

７
）

※
先
行
販
売
は
9
日
の
み
。
10
日

以
降
は
、
一
般
販
売
の
電
話
番
号

へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

（
一
般
販
売
）
7
月
10
日
㊐
午
前

10
時
か
ら

（
☎
0
5
7
0
・
02
・
９９９９



、

P
コ
ー
ド 

6
32

・
32

8
）

※
有
料
観
覧
席
の
収
入
は
、
花
火

大
会
会
場
の
環
境
整
備
の
経
費
等

に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
花
火
大
会
翌
朝
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
〉

　

花
火
大
会
当
日
は
、
毎
年
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
多
く
の
ゴ
ミ

が
出
ま
す
。
花
火
大
会
の
翌
朝
、

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
清
掃
活
動
を

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
11
日
㊍
午
前
6
時

30
分
集
合　

▼
集
合
場
所  

木
曽

川
河
畔 

川
美
屋
前　

▼
申
込
み　

7
月
22
日
㊎
ま
で
に
観
光
交
流
課

（
☎
44
・
0
3
4
2
）
へ

※
軍
手
、
ゴ
ミ
袋
な
ど
は
用
意
し

ま
す
。

国民年金保険料を納めることが困難なとき
　20歳から60歳までの間で、国民年金の保険料を納めることが困難な場合は、申請により保険料が免除・納付猶予され
ることがあります。
◎全額免除制度
　▼対象（次のいずれかに該当する人）
　　 1  被保険者、その配偶者、世帯主の前年の所得がそれぞれ基準額以下のとき
　　 2  地方税法で定める障害者か寡婦で、前年の所得が125万円以下のとき
　　 3  失業により保険料を納めることが困難なとき　※「雇用保険受給資格者証」か「離職票」の写しが必要です。
　　 4  災害により財産の概ね 1 / 2 以上が損害を受けたとき
◎一部免除制度（ 3 / 4 免除・半額免除・ 1 / 4 免除）
　▼対象
　　被保険者、その配偶者、世帯主の前年の所得がそれぞれ基準額以下の人
◎若年者納付猶予制度
　▼対象
　　�平成28年度（平成28年 7 月 1 日）以降分については、年齢要件が50歳未満で本人・配偶者の前年所得が基準額以下の人
　　�平成27年度（平成28年 6 月30日）以前分については、30歳未満で本人・配偶者の前年所得が基準額以下の人
◎手続き
　保険年金課年金担当か各出張所
◎持ってくるもの
　・年金手帳　・印鑑（本人が署名する場合は不要）
　▼その他
　・前年の所得を確認する必要がありますので、毎年申請してください。　※承認期間は 7月から翌年 6月までです。
　・申請できる期間は 2年 1か月遡ることが可能ですが、年度ごとに申請が必要です。

種　　　類 所 得 の 基 準 額 月々の保険料
全額免除 (扶養親族等の数＋1）×35万円＋22万円 0円
4分の3免除 　78万円＋(扶養親族等の数×38万円※)＋社会保険料控除額等 4,070円
半額免除 118万円＋(扶養親族等の数×38万円※)＋社会保険料控除額等 8,130円
4分の1免除 158万円＋(扶養親族等の数×38万円※)＋社会保険料控除額等 12,200円

※老人控除対象配偶者か老人扶養親族48万円、特定扶養親族であるときは63万円
○申請者本人のほか、配偶者や世帯主の所得も基準の範囲であることが必要です。
○若年者納付猶予の基準額は全額免除と同じです。
○免除を受けると、老齢基礎年金が減額されます。
○一部免除は、一部納付額（免除後の保険料）が未納の時は無効になります。
▼問合せ先　保険年金課年金担当（☎44・0328）

◎免除の基準（所得）額一覧表

犬山市指定の
無形民俗文化財
▼木曽川うかい
　1300年の歴史を誇る伝統漁法「木曽川うか
い」。
　国宝犬山城を背景に鵜匠の巧みな手縄さば
きと鵜の妙技は訪れた人を魅了します。

大賞を受賞「笑 」゙快挙！
▲第25回 YOSAKOIソーラン祭り
　北海道札幌市で 6月 8日から 5日間開催さ
れ、犬山市の鳴子踊りチーム「笑 」゙が大賞
を受賞し、全国に犬山の名を轟かせました。

談
を
広
く
受
け
付
け
、
助
言
や
関

係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
は
、
毎
月
第
4
㊎
（
午

前
10
時
〜
午
後
3
時
）
に
市
役
所

市
民
相
談
室
で
行
な
っ
て
い
ま

す
。　

▼
問
合
せ
先　

企
画
広
報
課
（
☎

44
・
0
3
1
1
）
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博物館明治村　犬山市民　特別入村割引券日本モンキーパーク　犬山市民　プール特別利用割引券
■入村料■ おとな（18歳以上）	 1,700円	→	1,500円	× □ 名

シニア（65歳以上）・大学生	 1,300円	→	1,100円	× □ 名
高校生	 1,000円	→	 800円	× □ 名
小・中学生	 600円	→	 500円	× □ 名

✂

✂ ✂

【有効期間　平成28年7月9日㊏〜8月31日㊌まで】 【有効期間　平成28年7月9日㊏〜8月31日㊌まで】＊□に人数を記入してください ＊入園料別途必要 ＊□に人数を記入してください

日本モンキーパーク　犬山市民　優待入園割引券
おとな（中学生以上）	 700円（通常	 1,100円）	 × □ 名
こども（2歳以上）	 300円（通常	 600円）	 × □ 名 2歳以上（入園料金別）	500円（通常800円）	× □ 名

催
　し

※画像はイメージです

■
博
物
館
明
治
村

　
犬
山
市
民
特
別
入
村
割
引

　

五
味
弘
文
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
「
か

さ
ね
写
真
の
幽
霊
」 
7
月
9
日
㊏

〜
9
月
19
日
㊗
※
7
月
16
日
㊏
〜

8
月
31
日
㊌
は
毎
日
、
そ
の
他
は

㊏
㊐
㊗
の
み
開
催
（
参
加
料
６
０

０
円
）（
休
村
日
7
月
26
日
・
8

月
2
・
9
・
23
・
30
日
）

　

お
化
け
屋
敷
の
常
識
を
覆
す

数
々
の
作
品
を
手
掛
け
た
「
五
味

弘
文
」
氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

本
物
の
明
治
建
築
を
舞
台
に
し

た
、
明
治
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ホ

ラ
ー
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

　

昨
年
は
午
後
4
時
に
チ
ケ
ッ
ト

が
完
売
の
日
も
！
体
験
は
早
め
の

時
間
が
お
す
す
め
で
す
。

★
宵
の
明
治
村
開
催
日
は
夜
9
時

ま
で
延
長
開
村

　

開
催
日
（
8
月
6
・
7
日
、
11

〜
16
日
、
20
・
21
・
27
・
28
日
）

※
浴
衣
姿
の
人
は
男
女
と
も
入
村

料
5
0
0
円

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先　

博
物
館

明
治
村
（
☎
67
・
0
3
1
4
）

■
石
上
げ
祭
に

　
参
加
し
よ
う
！

　

尾
張
冨
士
大
宮
浅
間
神
社
・
犬

山
市
無
形
民
俗
文
化
財「
石
上
祭
」

を
事
前
に
勉
強
を
し
て
、
一
緒
に

祭
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
今
年

の
石
上
げ
祭
は
、
8
月
7
日
㊐
に

開
催
予
定
で
す
。

〔
事
前
勉
強
会
〕

▼
と
き　

7
月
16
日
㊏
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

青
塚

古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設　

▼
講
師　

石
上
げ
祭
伝
承
保
存
会
会
長
・
奥

■
お
菓
子
の
城

　
30
周
年
記
念

　

30
周
年
を
記
念
し
て
女
性
の
人

に
毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
シ
ン

デ
レ
ラ
の
幸
せ
の
靴
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

　

7
月
は
、
黄
色
の
幸
せ
の
靴

（
テ
ー
マ
）
夏
の
は
じ
ま
り

光
や
太
陽
の
よ
う
に
明
る
く
心
を

弾
ま
せ
る
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る

　

8
月
は
、
水
色
の
幸
せ
の
靴

（
テ
ー
マ
）
大
き
な
空
や
広
大
な

自
然

　

夏
休
み
の
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い

作
ろ
う
!!
家
族
で
お
菓
子
の
城
へ

行
こ
う

（
8
月
11
日
㊍
〜
14
日
㊐
の
4
日

間
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
休
み
で
す
）

▼
問
合
せ
先　

お
菓
子
の
城
（
☎

67
・
8
1
8
1　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.okashino-shi

ro.jp/

）

■
夏
休
み
あ
お
つ
か

　
子
ど
も
教
室
第
1
弾

①
『
青
塚
の
藍
で
、
藍
染
体
験
』

「
藍
」の
歴
史
を
勉
強
し
な
が
ら
、

青
塚
古
墳
史
跡
公
園
内
の
「
藍
」

を
使
っ
た
藍
染
体
験
を
し
よ
う
！

▼
と
き　

7
月
27
日
㊌
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
内
容　

藍
染
体
験　

▼
対
象　

ど
な
た
で
も　

▼
定
員 

20
人
（
事
前
申
込
み
必
要
）

②
『
青
塚
星
空
観
察
会
』

青
塚
古
墳
の
も
と
、
星
空
を
観
察

し
よ
う
！

▼
と
き　

7
月
30
日
㊏
午
後
7
時

頃
〜
8
時
30
分
頃　

▼
内
容　

青

塚
古
墳
の
解
説
と
星
空
の
観
察　

▼
対
象　

親
子
で
の
参
加
の
み　

村
正
成
さ
ん
、
尾
張
冨
士
大
宮
浅

間
神
社
宮
司
・
山
田
健
さ
ん

▼
内
容　

事
前
勉
強
会　

石
上
げ

祭
の
由
来
や
伝
承
に
つ
い
て
、
実

演「
石
の
吊
り
方
」を
学
び
ま
す
。　

▼
定
員　

20
人
（
両
日
参
加
で
き

る
人
）　

▼
参
加
料　

1
，
０
０

０
円　

※
「
事
前
勉
強
会
」、「
石

上
げ
祭
」
参
加
料
含
む
。
別
途
願

い
事
を
書
く
た
め
の
お
手
拭
き
代

2
8
0
円
が
必
要　

▼
申
込
み
・

問
合
せ
先　

青
塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設　

N
P
O
法
人
ニ
ワ
里

ね
っ
と
（
☎
68
・
２
２
７
２
）

▼
定
員　

20
組
（
事
前
申
し
込
み

必
要
）

〔
両
イ
ベ
ン
ト
共
通
〕

▼
と
こ
ろ　

青
塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設　

▼
参
加
料　

5
0
0
円

（
材
料
費
込
）　 

▼
申
込
み
・
問

合
せ
先　

青
塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
（
☎
68
・
22

7
2
）
へ

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク

　
犬
山
市
民
特
別
優
待

　『
水
の
楽
園
モ
ン
プ
ル
』

　

モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
の
プ
ー
ル

「
水
の
楽
園 

モ
ン
プ
ル
」
に
、

【
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
埋
も
れ
た
古
代

文
明
】
が
テ
ー
マ
の
流
れ
る
プ
ー

ル
「
モ
ン
プ
ル
ぐ
る
ぐ
る
」
が
新

登
場
！
水
深
が
90
㎝
と
や
や
浅
め

の
流
れ
る
プ
ー
ル
は
、
小
さ
な
お

子
様
連
れ
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
も
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
他
に
も
水
が
噴
き
出

る
火
山
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー

ル
、
滝
な
ど
、
新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
い
っ
ぱ
い
！
流
れ
る
プ
ー
ル

が
始
め
て
の
チ
ビ
ッ
子
に
は
水
深

15
㎝
の
浅
瀬
か
ら
の
デ
ビ
ュ
ー
が

お
ス
ス
メ
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
も
ナ
イ
タ
ー
営
業

「
ぐ
る
ぐ
る
モ
ン
パ
ナ
イ
ト
」を
開

催
し
ま
す
。
幻
想
的
な
夜
の
遊
園

地
と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
花
火
を

心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
営
業
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□
プ
ー
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
！

犬
山
市
民
ご
優
待
企
画

「
水
の
楽
園　

モ
ン
プ
ル
」
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
て
、
犬
山

市
民
の
皆
さ
ん
を
特
別
料
金
で
ご

優
待
し
ま
す
。
新
登
場
の
「
モ
ン

プ
ル
ぐ
る
ぐ
る
」
を
家
族
で
お
得

に
楽
し
も
う
♪

▼
夏
期
営
業
期
間　

7
月
9
日
㊏

〜
9
月
4
日
㊐
※
た
だ
し
、
9
月

1
日
㊍
・
2
日
㊎
は
プ
ー
ル
休
業

日　

▼
営
業
時
間　

午
前
9
時
30

分
〜
午
後
6
時
（
プ
ー
ル
は
午
後

5
時
ま
で
）
※
曜
日
に
よ
る
変
更

あ
り　

▼
料
金　

▽
入
園
料　

お

と
な
（
中
学
生
以
上
）
通
常
1
，

1
0
0
円　

こ
ど
も（
2
歳
以
上
）

通
常
6
0
0
円　

有
効
期
間　

7

月
9
日
㊏
〜
8
月
31
日
㊌　

※
世

界
サ
ル
類
動
物
園
は
別
途
料
金
必

要　

▽
プ
ー
ル
料
金　

通
常
８
０

０
円
（
2
歳
以
上
）

※
犬
山
市
民
の
皆
さ
ん
は
ペ
ー
ジ

上
の
割
引
券
を
利
用
の
場
合
、
特

別
料
金
に
て
ご
優
待　

▼
と
こ

ろ
・
問
合
せ
先　

日
本
モ
ン
キ
ー

パ
ー
ク
（
☎
61
・
０８７０



）

■
世
界
淡
水
魚
園
水
族
館

　
ア
ク
ア
・
ト
ト
　

ぎ
ふ

　

平
成
16
年
7
月
に
世
界
最
大
級

の
淡
水
魚
水
族
館
と
し
て
開
館

し
、今
年
で
12
周
年
を
迎
え
ま
す
。

総
入
館
者
数
が
5
5
0
万
人
を
突

破
し
た
同
館
で
は
、
開
館
記
念
日

特
別
企
画
と
し
て
、
小
学
生
・
幼

児
の
入
館
料
を
無
料
と
し
ま
す
！

こ
の
機
会
に
皆
様
で
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

7
月
8
日
㊎
9
日
㊏　

10
日
㊐
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5

時
（
㊏
㊐
㊗
は
午
後
6
時
ま
で
）

※
最
終
入
館
は 

1
時
間
前
ま
で

▼
内
容　

右
記
の
3
日
間
は
小
学

生
と
幼
児
の
入
館
料
無
料　

通
常

料
金　

大
人
1
，
5
0
0
円
、
中

学
高
校
生
1
，
1
0
0
円
、
小
学

生
7
5
0
円
、幼
児（
3
歳
以
上
）

■
さ
ら
・
さ
く
ら

　
夕
涼
み
会

　

夕
暮
れ
時
の
里
山
で
美
し
い
音

楽
や
優
雅
な
ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
な

が
ら
、夏
の
涼
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

7
月
30
日
㊏
午
後
6
時

30
分
〜
7
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館
中
庭
（
雨
天
の
場
合

は
、
交
流
ホ
ー
ル
）　

▼
内
容　

オ
カ
リ
ナ
演
奏（
ザ
・
グ
ー
ス
）、

3
7
0
円

▼
問
合
せ
先　

世
界
淡
水
魚
園
水

族
館　

ア
ク
ア
・
ト
ト　
ぎ
ふ

（
☎
０５８６



・
89
・
８
２
００
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://aquato

tto.com

）

フ
ラ
ダ
ン
ス
（
ハ
ー
ラ
ウ
・
フ

ラ
・
オ
・
ア
ロ
ヒ
ラ
ニ
）　

▼
入

場
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

市

民
健
康
館
（
☎
63
・
3
8
0
0
）

※
市
民
健
康
館
「
さ
ら
・
さ
く
ら

の
湯
」
は
、
郡
上
市
の
明
宝
温
泉

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
一
般

5
0
0
円
、
65
歳
以
上
3
0
0
円

で
入
浴
で
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
と

併
せ
て
温
泉
に
も
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
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〔プール割引券〕 〔入園割引券〕
※犬山市民に限り利用できます。　※本券1枚につき、5人まで1回限り有効。
※他の割引券との併用不可（但し、右記入園割引券は併用可）。
※団体利用不可、転売禁止、コピー不可。
※本券をきりとり、入園窓口またはプール窓口へ提出してください。

※犬山市民に限り利用できます。　※本券1枚につき、5人まで1回限り有効。
※他の割引券との併用不可（但し、左記プール割引券は併用可）。
※団体利用不可、転売禁止、コピー不可。世界サル類動物園は別途入園料必要。
※本券をきりとり、入園窓口へ提出してください。INFORMATION

※体育館は土足厳禁のため上履きをお持ちください。
※�オープニング記念事業とは、新体育館を核とした地域の活性化を図ることを目的とし、オープンを記念しスポーツや健康づくり
への取り組みの促進に繋がる事業として広く募集をおこない、市が採択した事業です。

事業名 フラダンス　ショー 近隣道場交流練成会並びに初心者体験会

と　き 7月16日㊏　午後 1時～ 2時 7月24日㊐　午前 9時～正午

内　容 フラダンスの披露 竹刀を握ってもらい剣道を知ってもらう初心者体験教室
近隣道場との合同稽古、試合

対  象 園児、小学生、大人の女性 近隣剣道教室
剣道に興味がある人

参加料 なし なし

定　員 100人 140人

申込先 Hula Ohana　安田ゆき子
☎080・5163・3812

犬山剣道連盟　木全昇宏
☎090・6573・5859

犬山市体育館オープニング記念事業

「保育士.Coi」
どっとこい
保育のお仕事
紹介します

　

子
ど
も
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
た
保

育
士
の
仕
事
に
は
関
心
が
あ
る

が
、
保
育
士
資
格
は
あ
っ
て
も
一

度
も
働
い
た
こ
と
が
な
い
、
以
前

は
働
い
て
い
た
け
れ
ど
辞
め
て
か

ら
随
分
た
っ
て
い
る
の
で
復
帰
に

不
安
が
あ
る
な
ど
の
人
を
対
象
に

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
19
日
㊋
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

城
東

第
2
子
ど
も
未
来
園　

▼
内
容　

施
設
見
学
、
保
育
園
や
児
童
セ
ン

タ
ー
等
の
仕
事
の
説
明
、
意
見
交

換
、
犬
山
市
へ
の
保
育
士
登
録
手

続
き
、
就
労
条
件
の
相
談

▼
対
象　

保
育
士
資
格
の
あ
る

人
、保
育
士
資
格
取
得
予
定
の
人
、

ま
た
、
資
格
は
無
い
が
補
助
員
の

仕
事
に
興
味
が
あ
り
、
子
ど
も
が

大
好
き
な
人
も
大
歓
迎
で
す
。　

▼
申
込
み　

7
月
15
日
㊎
ま
で
に

子
ど
も
未
来
課
（
☎
44
・
０
３
７

７
）
へ
※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼と　き　　 7月31日㊐午前10時〜正午
　（小雨決行、川の増水時は中止）
▼ところ　　五条川
　（集合　八曽押出駐車場）
▼対　象　　児童・園児と保護者
▼定　員　　先着15組
▼参加料　　 1人100円
▼�持ち物　　着替え・帽子・
　タオル・飲み物・魚捕り
　網・くつ（サンダルなど
　足が出るものは不可）
　※濡れてもよい服装で
　　来てください。
▼�申込み　　 7月 5日㊋から
　電話で犬山里山学センター（☎65・2121）へ

▼�申込み　 7月 5日㊋から電話で犬山里山学セン
ター（☎65・2121）へ

▼その他
○受講料は第 1回目の講座日に集金します。
○�学校行事と重なる場合があります
　ので、予めご了承ください。
○�天候により中止または変更に
　なる場合があります。

犬山里山自然学校一日体験講座

親子でじゃぶじゃぶ・ガサガサ
       魚とりin五条川

〜川に入って、おさかなや水生昆虫をさがしてみよう！〜

犬山里山自然学校ふれあい体験講座

みどりの教室　森のコース

受講生募集受講生募集

■
う
つ
病
家
族
教
室

　
「
う
つ
病
」
で
治
療
中
の
人
の

家
族
が
、「
う
つ
病
」
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
本
人
を
ど
う
支

え
て
い
く
か
を
学
ぶ
た
め
に
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
26
日
㊋
午
後
2
時

〜
4
時　

▼
と
こ
ろ　

江
南
保
健

所
3
階
大
会
議
室　

▼
内
容　

「
う
つ
病
家
族
の
役
割
と
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
」
〜
ご
家
族
も
、
す
こ

や
か
に
過
ご
す
た
め
に
〜　

▼
講

師　
（
医
）
桜
桂
会　

犬
山
病
院　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー　

舘た
ち

未み

輝き

子こ

氏　

▼
対
象　
「
う
つ
病
」
で

治
療
中
の
人
の
家
族
（
犬
山
市
・

江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶

桑
町
在
住
の
人
を
優
先
）　

▼
定

員　

30
人　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込
み　

7
月
1
日
㊎
〜
20
日

㊌
ま
で
に
江
南
保
健
所
健
康
支
援

課
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

（
☎
0
5
8
7
・
56
・
２
１５７


）

へ■
膠
原
系
難
病
患
者
・

家
族
の
つ
ど
い

　

専
門
医
が
病
気
の
こ
と
や
日
常

生
活
上
で
の
工
夫
点
等
を
講
義

し
、皆
さ
ん
の
質
問
に
答
え
ま
す
。

参
加
希
望
の
人
や
関
心
の
あ
る
人

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
山
市
民
総
合
大
学

　
敬
道
館

　
〜
公
開
講
座
〜

　

長
谷
川
幸
洋
さ
ん
を
招
き
、
変

化
す
る
世
界
の
中
で
日
本
は
今
後

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
視
点
で
最
新
情
報
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
30
日
㊏
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

市
民

文
化
会
館
（
全
席
自
由
）　

▼
講

師　

長
谷
川
幸
洋
氏
（
東
京
新

聞
・
中
日
新
聞
論
説
副
主
幹　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　

▼
演
題　

「
激
動
す
る
世
界
〜
日
本
の
針
路

を
考
え
る
〜
」　

▼
入
場
料　

大

人　

1
、
0
0
0
円
、
中
学
生
以

下
5
0
0
円
（
市
民
総
合
大
学
の

受
講
生
は
無
料
）　

▼
定
員　

先

着
3
0
0
人　

▼
問
合
せ
先　

文

化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
44
・
０
３
５

３
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

課
と
市
民
文
化
会
館
で
販
売
中

※
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し

ま
す

▼
と
き　

7
月
25
日
㊊
午
後
2
時

〜
4
時　

▼
と
こ
ろ　

江
南
市
布

袋
ふ
れ
あ
い
会
館
（
江
南
市
布
袋

町
東
3
5
9
）　

▼
内
容
「
膠
原

病
の
基
礎
知
識
か
ら
最
新
治
療
に

つ
い
て
」　

▼
講
師　

藤
田
保
健

衛
生
大
学
病
院　

リ
ウ
マ
チ
・
感

染
症
内
科　

西に
し

野の

譲じ
ょ
う

先
生　

▼
対

象　

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス

や
強
皮
症
な
ど
の
膠
原
系
難
病
の

患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族　

▼
申
込

み　

7
月
22
日
㊎
ま
で
に
江
南
保

健
所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ

ル
ー
プ
難
病
担
当
（
☎
０
５
８

７
・
56
・
2
1
5
7
）
へ

講
　座

と　　き 内　　　容 受講料 定　員

10月16日㊐
10:00
～12:00

森の探検とクラフト
１人
1,000円

20家族
（先着順）1月15日㊐ 森の手入れ（間伐）

2月19日㊐ 植樹

新体育館は7月9日㊏にオープンします。
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■
い
ぬ
や
ま
未
来
塾

　
�

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

か
ら
応
用
ま
で

　

意
見
が
出
な
い
、
話
が
ま
と
ま

ら
な
い
、
決
ま
っ
た
こ
と
が
実
行

さ
れ
な
い
・
・
・
そ
ん
な
会
議
を

何
と
か
し
た
い
と
思
い
ま
せ
ん

か
？
会
議
運
営
を
入
り
口
に
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を

学
ぶ
5
回
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

学
生
、
社
会
人
、
行
政
マ
ン
、
犬

山
が
好
き
な
人
、
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
！

▼
と
き　

第
1
回　

7
月
17
日
㊐
午
後
1
時

〜
5
時　
「
聞
く
こ
と
」は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

第
2
回　

7
月
24
日
㊐
午
後
1
時

〜
5
時　
「
書
く
こ
と
」
で
議
論

が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
る

第
3
回　

7
月
31
日
㊐
午
後
1
時

〜
5
時　
「
考
え
る
こ
と
」
を
考

え
る　

企
画
の
ポ
イ
ン
ト　
　
　
　

第
4
回　

8
月
6
日
㊏
午
後
1
時

〜
5
時　

話
の
中
身
よ
り
「
プ
ロ

セ
ス
」
に
着
目
！

第
5
回　

8
月
21
日
㊐
午
前
10
時

〜
午
後
5
時　

人
と
人
が
つ
な
が

る
、
組
織
や
地
域
社
会
を
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
ト
す
る

▼
と
こ
ろ　

福
祉
会
館

▼
講
師　

寺
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表　

井
上
淳
之
典
氏

▼
と
き　

12
月
3
日
㊏　

▼
と
こ

ろ　

愛
・
地
球
博
記
念
公
園
（
長

久
手
市
）　

▼
対
象　

市
内
在
住
、

在
勤
で
大
会
当
日
に
参
加
で
き
、

健
康
な
人　

▼
部
門　

小
学
生
男

女
、
中
学
生
男
女
、
ジ
ュ
ニ
ア
男

女
、
一
般
男
女
、
40
歳
以
上
（
男

女
不
問
）　

※
ジ
ュ
ニ
ア
と
は
、

平
成
10
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
13

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人　

※
一
般
と
は
、
平
成
10
年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人　

▼
申
込

み　

7
月
15
日（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
木
曽
川
犬
山
緑
地
公
園

で
の
練
習
会（
土
曜
日
午
後
4
時
）

に
直
接
参
加
す
る
か
、
所
定
の
申

込
用
紙
で
犬
山
陸
上
競
技
協
会　

〒
484–

0
0
4
8　

犬
山
市
南
古

券
3
1
4　

小
林
義
雄
あ
て
へ

（
申
込
用
紙
は
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

▼
受
講
料　

全
回
参
加
料
5
，

0
0
0
円　

1
回
1
，
5
0
0
円　

※
テ
キ
ス
ト
購
入
代
2
，
5
0
0

円　

▼
申
込
み　

7
月
15
日
㊎
ま

で
に
犬
山
し
み
ん
て
い
の
会
（
☎

61
・
7
7
1
0　

F
A
X
61
・
８
１

０８
　

E
メ
ー
ル　

center@
inuyam

a-shim
intei.com

）へ

■
電
気
工
事
士
養
成
講
座

　
基
礎
か
ら
学
ぶ

　
電
気
理
論
受
講
生
募
集

▼
と
き　

9
月
10
日
㊏
11
日
㊐　

▼
と
こ
ろ　

県
立
一
宮
高
等
技
術

専
門
校　

▼
募
集
期
間　

7
月
1

日
㊎
〜
8
月
18
日
㊍　

▼
対
象　

在
職
中
の
人　

▼
定
員　

10
人　

▼
受
講
料　

1
，
6
0
0
円

▼
申
込
み　

往
復
は
が
き
ま
た
は

E
メ
ー
ル
に
て
、申
込
み
講
座
名
、

氏
名
、住
所
、生
年
月
日（
年
齢
）、

職
業
、連
絡
先
電
話
番
号
、E
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
（
メ
ー
ル
に
よ
る
申

込
み
の
場
合
）を
記
載
し（
一
宮
市

浅
井
町
西
浅
井
字
北
山
7
6
2
―

1　

E
メ
ー
ル　

ichinom
iya-

sen
m
o
n
k
o
@
p
ref.a

ich
i.

lg.jp

）
へ

▼
問
合
せ
先　

一
宮
高
等
技
術
専

門
校
（
☎
0
5
8
6
・
51
・
１
２

５１

）

■
県
障
害
者
委
託
訓
練

い
ぬ
や
ま
e
―
パ
ソ
コ
ン
応
用

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

▼
と
き　

9
月
2
日
㊎
〜
10
月
25

日
㊋
（
毎
週
㊊
〜
㊎
の
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
3
時
30
分
）
▼
と
こ

ろ　

犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ

ロ
イ
デ　

▼
内
容　

仕
事
に
活
か

せ
る
パ
ソ
コ
ン
の
応
用
操
作
の
技

術
習
得
と
、
画
像
の
基
礎
知
識
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
の
基
礎
知
識

習
得　

▼
対
象　

障
害
者
手
帳
所

持
者
（
身
体
・
精
神
）　

▼
定
員　

6
人
（
面
接
で
選
考
）　

▼
受
講

料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
3
，

0
0
0
円
は
必
要
で
す
）　

▼
申

込
み　

8
月
3
日
㊌
ま
で
に
公
共

職
業
安
定
所
へ
（
受
講
に
は
安
定

所
で
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
）　

▼
問
合
せ
先　

公
共
職
業
安
定
所

ま
た
は
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
（
☎
0
5
33

・
93
・
２
５

０５

）

春日台職業訓練校「体験実習」の案内
　春日台職業訓練校（春日井市神屋町）では知的障害のある人を対象に、体験実習を実
施します。
▼と　き　 8月23日㊋〜28日㊐の間で、下記の表で訓練科ごとに定めた日程で行います。
　　　　　午前の部（午前 9時10分から開始）　午後の部（午後 1時から開始）
　　　　　※受け付けは20分前から　実習時間は 2時間10分程
▼ところ　春日台職業訓練校
▼対　象　12歳以上の知的障害のある人で、体験実習に参加を希望する人。
▼内容およびコース
（ 1）　�1 コースのみの体験となります。表中のコース番号（ 1 〜15）の中から第 3希

望まで選んでください。
（ 2）　各コース定員 5人
　　　　※�定員を超えたときは、参加できない場合があります。中学、高校に在校中の

人は、 3年生を優先します。

▼参加料　無料
▼�申込み　専用の申込書により、 7月22日㊎までに（必着）、春日台職業訓練校の体験
実習担当へ。（申込書はホームページ　http://www.pref.aichi.jp/hsc/　からダウ
ンロードできます）
　（ 1） 郵送	 〒480-0392・春日井市神屋町713- 8
　（ 2）FAX	 0568・88・0948
　（ 3）Eメール	 kunrenkou＠pref.aichi.lg.jp
▼参加決定者への連絡　 8月 4日㊍に郵便にて、本人および在学校あてに発送します。
▼その他
　（ 1）参加される場合は、保護者等が必ず付き添ってください。
　（ 2）�実習にあたっては安全確保に万全を期しますが、万一事故等で負傷された場合

に備えて、念のため健康保険証をお持ちください。なお、傷害保険等への加入
は行いません。

▼問合せ先　春日台職業訓練校体験実習担当　鈴木、藁谷、三上
　（☎0568・88・0811　内線2729）

訓練科 実 習 内 容
23 日㊋ 25 日㊍ 26 日㊎ 27 日㊏ 28 日㊐
午後 午後 午後 午前 午後 午前 午後

機 械 科 キーホルダーの製作 1 2 3 4
縫 製 科 ミニバッグの製作 5 6
木 工 科 木製小いすの製作 7
陶 磁 器 科 湯のみの製作 8 9
紙器製造科 きれいな紙箱の製作 10 11 12 13 14 15

市民展（美術部門）
作品募集

　第31回国民文化祭・あいち2016 第62回犬山市民展を10月25日㊋〜11月 3 日㊗の
9日間開催します。（10月31日㊊南部公民館休館日）作品を募集します。

▼応募資格　市内在住、在勤、在学の人（高校生以上）
　　　　　　市外在住の人で、市内の美術団体に所属の人
▼応募規定　�作品は、各部門ともに未発表作品で 1人 1

部門につき 1点（個人作品に限る）
▼出 品 料　無料
▼申 込 み　�9 月29日㊍〜10月12日㊌（必着）までに南

部公民館（68・0834）へ（郵送の場合は、
11日㊋消印まで）

　　　　　　　（10月 3 日㊊・11日㊋は南部公民館休館日）
〈作品の搬入〉
▼と　　き　10月15日㊏午前10時～午後 6時
▼搬入場所　南部公民館　受付

部門 出品規格 ※ 5部門とも、作品には展示用のひもをつけてください

日本画

10号（53.0cm×33.3cm）以上～100号（162.1cm×130.3cm）まで仮額（正面から見て巾3.5
㎝以内）（アクリル、ガラス装は不可）
水墨画は 8号（45.5cm×27.3cm）以上～100号まで
（ガラス装は不可、必要な場合アクリル装可）

洋画・
デザイン

◆水彩画・油絵・パステル画
　10号以上〜100号まで額入り（アクリル装はすべて可、ガラス装は10号のみ可）
◆デザイン
　�イラストレーション･コンピューターグラフィックB 2（51.5cm×72.8cm）〜B 1
（72.8cm×103.0cm）のサイズ（木製パネル張り、または額入りのこと）

書
縦作品は半切の半さい以上 2尺× 8尺以下、縦横自由作品は、半切の半さい以上 3尺× 6尺以下
篆刻作品は印影のみ（色紙か半切の 4分の 1）
額、枠か軸装のこと、作品には指定の釈文用紙をつけること（各配布施設にあります）

彫塑工芸

展示に要する平面作品は 1m× 2 m以下（縦・横自由）
展示に要する床面積は縦 1m×横 1m×高さ 2m以下
室内展示で、持ち運びが可能なものに限ります
パッチワークは 1m× 2 m以下（縦・横自由）

写真

半切（43.2cm×35.6cm）≪A 3（29.7cm×42.0cm）可≫以上全紙（56.0cm×45.7cm）以
下、単写真のみ、画像加工（合成）は不可
額装（ガラス装は不可）またはパネル貼り
人物の入った作品は肖像権の侵害にあたらないように留意してください

募
　集

第11回愛知県市町村
対抗駅伝競走大会の
市代表候補者を募集
　（最終募集）

窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）　

▼
選
抜　

候
補
者
の
人
は
大
会
本
番
ま
で
木

曽
川
犬
山
緑
地
公
園
で
練
習
会
を

実
施
し
ま
す
。
練
習
会
は
原
則
毎

週
土
曜
日
午
後
4
時
か
ら
実
施
し

ま
す
。
選
手
は
複
数
回
の
記
録
会

を
経
て
犬
山
陸
上
競
技
協
会
が
各

部
門
2
人
を
選
抜
し
ま
す
。
▼
問

合
せ
先　

犬
山
陸
上
競
技
協
会　

小
林（
☎
62
・
7
5
9
0
）　

文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
44
・
０
３
５
２　

F
A
X
44
・
0
3
7
2
）　

▼
そ

の
他　

申
し
込
み
無
料
（
保
険
は

各
自
負
担
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。http://w

w
w
.city.

inuyam
a.aichi.jp/kurashi/

▼注意事項　�壊れやすい作品、不安定な作品につきまし
ては、受け付けをお断りする場合があります。

〈作品の搬出〉
▼と　　き　11月 3 日㊗午後 4時～ 6時
※�優秀作品に「第31回国民文化祭愛知県実行委員会会長
賞」「市長賞」「議長賞」「教育委員会賞」「文化協会賞」
「奨励賞」を授与。
※表彰式　11月 3 日㊗午前10時から　南部公民館　講堂
※�応募用紙は 8月 1日㊊より、文化スポーツ課・各出張
所（㊏㊐㊗を除く）、南部公民館（月曜日を除く。月曜
日が祝日の場合は開館し翌日が休館日）にて配布します。

▼問合せ先　南部公民館（☎68・0834）

〈募集作品〉

1213 広報いぬやま　H28・7・1号 広報いぬやま　H28・7・1号



犬
山
警
察
署
だ
よ
り

お知らせINFORMATION

相
　談

生
　活

■
健
康
相
談
窓
口

　

従
業
員
数
50
人
未
満
の
事
業
者

や
そ
の
事
業
場
で
働
く
人
を
対
象

に
、
産
業
医
等
に
よ
る
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

相
談
内
容
や
指
導
内
容
に
つ
い
て

は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
15
日
㊎
午
後
2
時

〜
4
時
（
受
け
付
け
・
申
し
込
み

は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）　

▼
と

こ
ろ　

犬
山
商
工
会
議
所
相
談
室　

▼
申
込
み　

予
約
制
（
当
日
の
申

し
込
み
可
）　

▼
問
合
せ
先　

尾

北
医
師
会
（
☎
0
5
8
7
・
95
・

７０

２
０
）
ま
た
は
、
犬
山
商
工

会
議
所
（
☎
62
・
5
233


）
へ

■
若
者
の
就
労
無
料
相
談

　

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
進
路
・
就
職
相
談
の
専
門

家
）
に
よ
る
個
別
相
談
と
適
性
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
13
日
㊌
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
犬
山

プ
レ
ハ
ブ
会
議
室　

▼
対
象　

無

業
の
状
態
に
あ
る
若
者
（
15
歳
〜

概
ね
40
歳
）、
子
ど
も
の
就
職
に

悩
み
が
あ
る
保
護
者　

▼
定
員　

8
人　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申

込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
で

い
ち
の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
0
5
8
6
・

64
・
6
3
4
9
）
へ
（
㊋
〜
㊏
午

前
10
時
〜
午
後
5
時
）

■
た
ん
ぽ
ぽ
出
張
相
談

　（
教
育
相
談
）

　

県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
で

は
、
お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な

る
保
護
者
や
障
害
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
養
育
で
不
安
の
あ
る
保
護
者

を
対
象
に
、
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
（
教

育
相
談
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
夏
季
休
業
中
に
2
日
間
出

張
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
相
談

を
希
望
す
る
場
合
は
ぜ
ひ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
完
全

電
話
予
約
制
で
す
。

【
た
ん
ぽ
ぽ
出
張
相
談
】

▼
と
き
・
と
こ
ろ

①
8
月
3
日
㊌

　

�

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30

分

　

小
牧
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
77
・
０１

２
３
）

②
8
月
4
日
㊍

　

�

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30

分

　

扶
桑
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　

　
（
☎
0
5
8
7
・
91
・
1
1
5
1
）

▼
相
談
料　

無
料
（
相
談
内
容
に

つ
い
て
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
）

▼
申
込
み　

7
月
22
日
㊎
ま
で
に

県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
た
ん

ぽ
ぽ
相
談
係
（
☎
0
5
8
6
・

51
・
5
3
1
1
）
へ
（
㊗
を
除
く

㊊
〜
㊎
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

■
医
師
に
よ
る

　
認
知
症
無
料
相
談

　（
事
前
予
約
制
）

　

認
知
症
で
は
？
と
気
づ
い
て
い

る
け
れ
ど
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

分
か
ら
な
い
人
、
認
知
症
の
人
へ

の
対
応
で
困
っ
て
い
る
家
族
な

ど
、
医
師
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
事
前
に
簡
単
な
聞
き
取
り
を

し
ま
す
の
で
前
日
ま
で
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
診
断
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

検
査
等
を
希
望
の
人
は
主
治
医
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

▼
と
き　

7
月
21
日
㊍
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分
（
1
人
30
分
程

度
）　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所

2
0
5
会
議
室　

▼
予
約
・
問
合

せ
先　

長
寿
社
会
課
（
☎
44
・
０

３
２
５
）

■
青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
に
取
り
組
む

県
民
運
動
（
夏
期
）

「
非
行
の
芽　

は
や
め
に
つ
も
う　

み
な
我
が
子
」

7
月
1
日
㊎
〜
8
月
31
日
㊌

　

青
少
年
が
心
身
と
も
に
明
る
く

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
子

を
持
つ
す
べ
て
の
親
の
願
い
で
あ

り
、
県
民
の
誰
も
が
期
待
し
て
い

ま
す
。
昨
今
は
、
青
少
年
を
取
り

巻
く
環
境
は
危
険
も
多
く
、
青
少

年
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件

も
多
数
お
き
て
い
ま
す
。

　

特
に
夏
休
み
は
そ
の
解
放
感
か

ら
、
青
少
年
が
安
易
に
有
害
環
境

に
接
す
る
機
会
が
増
え
や
す
い
時

期
で
す
。
こ
の
た
め
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
大
人
と
し
て
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
認
識
し
て
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
社
会
が
協
力
し
合
い
、

一
丸
と
な
っ
て
青
少
年
を
犯
罪
か

ら
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
☎
44
・
０
３

５
３
）

■
7
月
1
日
よ
り

　
自
転
車
等
の
放
置
の

　
防
止
に
関
す
る

　
条
例
を
施
行

　

市
で
は
自
転
車
と
原
動
機
付
自

転
車
の
放
置
を
防
止
し
、
交
通
の

円
滑
化
、
都
市
の
美
観
の
維
持
及

び
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
を
確

保
す
る
た
め
条
例
を
定
め
ま
し
た
。

　

放
置
自
転
車
等
の
発
生
予
防
に

は
自
転
車
等
の
利
用
者
だ
け
で
な

く
、
市
、
市
民
、
事
業
者
、
関
係

機
関
等
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
撤
去　

道
路
や
駅
前
広
場
な
ど

に
自
転
車
等
を
放
置
し
た
場
合

▼
保
管　

6
か
月
間
（
引
き
取
り

が
な
い
場
合
に
は
廃
棄
等
処
分
）

▼
返
還
費
用　

自
転
車
1
，
０
０

０
円
、
原
動
機
付
自
転
車
2
，

0
0
0
円

※
市
の
駐
輪
場
に
長
期
間
置
い
て

あ
る
自
転
車
等
も
同
様
に
撤
去
・

廃
棄
等
の
対
応
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.inuyam

a.
aichi.jp/kurashi/

▼
問
合
せ
先　

地
域
安
全
課
（
☎

44
・
０
３
4‌

7
）

住民基本台帳の閲覧公表
　平成27年度の住民基本台帳の閲覧状況について次のとおり公表します。（住民基本台帳の閲覧は、国又は地方公共団体
の機関が法令で定める事務を遂行するため必要な場合や、営利目的以外の統計調査、世論調査、学術研究その他の調査
研究のうち、公益性が高いと認められるものなどに限られています）
平成28年 7 月 1 日　　犬山市長

▼問合せ先　市民課（☎44・0303）

閲覧の請求をした国又は地方公共団体の機関の名称
請求事由の
概要　

閲覧の
年月日

閲覧に係る
住民の範囲

委託を受けて閲覧の申出を行った場合
に係る委託者の名称（委託者が個人の
場合にあつてはその旨）

自衛隊愛知地方協力本部 ― 自衛官等の募集に
伴う広報

平成27年
5 月19日

平成9年4月2日～平成10年4月1日までの
間に生まれた男子及び女子
平成12年4月2日～平成13年4月1日まで
の間に生まれた男子
市内全域

愛知県江南保健所 ― 平成 2 7 年国民健
康・栄養調査

平成27年
8 月18日 塔野地字大畔地内

愛知県健康福祉部子育て支援課
計画・推進グループ 株式会社テイコク　名古屋支社 子育て支援等に関

するニーズ調査
平成27年
9 月 2 日

昭和40年10月 2 日～平成 7年10月 1 日
までの間に生まれた男子及び女子
犬山地区

内閣府大臣官房政府広報室 一般社団法人中央調査社 住生活に関する世
論調査

平成27年
9 月15日 今井地区

国土交通省中部地方整備局
木曽川上流河川事務所 株式会社フリースタッフ

河川に係る環境整
備事業に関するア
ンケート調査

平成27年
12月15日
・16日

平成 7年12月 1 日以降に生まれた男子
及び女子
市内全域

閲覧の申し出を行った者の氏名
利用目的の
概要

閲覧の
年月日

閲覧に係る
住民の範囲

（申出者が法人の場合はその名称及び
代表者又は管理者の氏名）

委託を受けて閲覧の申出を行った場合
に係る委託者の名称（委託者が個人の
場合にあつてはその旨）

ＮＨＫ放送文化研究所
世論調査部長　重森万紀 一般社団法人中央調査社 職業意識に関する国際比較調査

（仕事と生活についての国際比較調査）
平成27年
9 月 1 日 上野地内

ＮＨＫ報道局選挙プロジェクト
事務局長　伊藤雅之 一般社団法人中央調査社 18歳選挙権に関する若者意識調査

 （政治と社会に関する若者意識調査）
平成27年
9 月29日

犬山地区
羽黒地区

朝日新聞名古屋本社
報道センター長　長谷川玲 ― 政治、選挙などに関する国民の意識調査 平成27年

12月22日
池野地区
羽黒地区

日本たばこ産業株式会社
たばこ事業本部
マーケティング戦略部
部長　中込敬介

株式会社ビデオリサーチ 全国たばこ喫煙者率調査 平成28年
1 月21日 羽黒地区

◆
市
内
の
5
月
中
の
犯
罪
発
生
総

数
は
41
件
（
昨
年
49
件
）
で
す
。

　

空
き
巣
被
害
が
犬
山
北
学
区

で
1
件
、
城
東
学
区
で
1
件
発

生
し
ま
し
た
。
車
上
狙
い
被
害

が
犬
山
北
学
区
で
1
件
、
羽
黒

学
区
で
1
件
発
生
し
ま
し
た
。

自
転
車
盗
被
害
が
犬
山
北
で
1

件
・
羽
黒
学
区
で
3
件
・
楽
田

学
区
で
5
件
発
生
し
ま
し
た
。

　

水
の
事
故
・
危
険
は
い
つ
も

す
ぐ
そ
こ
に　
〜
ち
ょ
っ
と
し
た

注
意
が
子
ど
も
を
守
り
ま
す
〜

▼�

油
断
大
敵　
　

水
の
事
故
は
、

「
慣
れ
、
過
信
と
い
っ
た
気
の

緩
み
」
や
「
ち
ょ
っ
と
し
た
油

断
」
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

○�

遊
泳
す
る
前
に
準
備
体
操
を
し

て
か
ら
ゆ
っ
く
り
水
に
入
る
。

○�

遊
泳
禁
止
区
域
で
は
、
絶
対
泳

が
な
い
。

○�

川
の
上
流
の
天
候
や
水
位
を
確

認
し
、
警
報
、
サ
イ
レ
ン
が
聞

こ
え
た
ら
、
急
な
増
水
に
注
意

す
る
。

○��

荒
天
な
ど
避
難
警
告
を
受
け
た

場
合
は
指
示
に
従
う
。

▼�
子
ど
も
の
事
故
の
防
止　

子
ど

も
の
水
の
事
故
は
、
親
が
目
を

離
し
た
そ
の
一
瞬
か
ら
発
生
し

ま
す
。

○�

危
険
な
場
所
へ
行
か
な
い
よ

う
、
日
頃
か
ら
親
子
で
話
を
し

て
お
く
。

○�

川
に
は
急
流
や
深
み
な
ど
危
険

が
隠
れ
て
い
る
。
遊
び
慣
れ
た

川
で
も
子
ど
も
だ
け
で
川
へ
入

ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

○�

海
や
川
の
水
遊
び
で
は
、
子
ど

も
か
ら
絶
対
に
目
を
離
さ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
。

▼
事
故
が
起
き
た
時
の
措
置

○�

大
声
を
出
す
な
ど
し
、
近
く
に

い
る
人
に
助
け
を
求
め
る
。

○�

岸
か
ら
浮
き
輪
、
ロ
ー
プ
、
竿

竹
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
を
使
っ
て
救
助
す
る
。

▼
問
合
せ
先　

犬
山
警
察
署
（
☎

61
・
0
1
1
0
）

▼
愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http

：//www.pref.aichi.jp/police

市内街頭犯罪発生状況
5月 平成28年中

刑法犯罪数
（昨年同期）

41件
（49件）

171件
（240件）

住宅対象侵入盗
（昨年同期）

2件
（3件）

13件
（16件）

車上狙い
（昨年同期）

2件
（3件）

3件
（12件）

自転車盗
（昨年同期）

9件
（12件）

33件
（53件）

市内交通事故発生状況
5月 平成28年中

人身事故件数
（昨年同期）

23件
（16件）

98件
（115件）

死者数
（昨年同期）

0人
（0人）

0人
（2人）

負傷者数
（昨年同期）

34人
（19人）

124人
（148人）
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お知らせINFORMATION

◆エコステーション（資源物の回収拠点）開設
エコステーション わん丸エコステーション

と　　き

7月10日㊐ 7月17日㊐ 7月24日㊐ 常設

午前 9時～午後 4時 午前 9時～正午 午前 9時～正午

平日：午前 8時30分～正午
　　　午後 1時～ 3時30分
土曜：午前 8時30分～11時30分
※日曜・祝日・12/29～ 1 / 3 は休業

と こ ろ わん丸リサイクル小屋
敷地内（上坂公園西） 南部公民館駐車場 市役所西庁舎 犬山市都市美化センター敷地内

回収品目
新聞・雑誌・雑がみ・段ボール・布類・飲料用紙パック・
アルミ缶・スチール缶・ペットボトル・プラスチック製容
器包装

左記の品目に加えて空きびん（無色・茶
色・その他）、廃食用油（植物性のみ）・
小型家電 9品目・パソコン

対　　象 市内在住の人
そ の 他 各自で資源容器に投入

◆わん丸リサイクル小屋（リサイクル品販売）開設
わん丸リサイクル小屋

と　　き 7月10日㊐午後 1時～ 4時
と こ ろ わん丸リサイクル小屋（上坂公園西）
実施内容 家具・小物類・古本などの販売
対　　象 市内在住の人

そ の 他 一部抽選品あり
（抽選は午後 2時30分から）

○購入品は各自午後 4時までに搬出してください。

防火教室のようす（城東子ども未来園）

分　類　名 27年度実績
可燃ごみ 17,395.93
不燃ごみ 1,166.18
危険ごみ（スプレー缶類） 20.18
有害ごみ（蛍光管・乾電池） 32.21
粗大ごみ 56.79
資源物（①〜⑮の合計） 3,572.13
　　　①アルミ缶 62.55
　　　②スチール缶 70.28
　　　③ペットボトル 172.32
　　　④飲料用紙パック 37.91
　　　⑤プラスチック製容器包装 569.69
　　　⑥空きびん（白） 218.81
　　　⑦空きびん（茶） 124.44
　　　⑧空きびん（他） 72.12
　　　⑨空きびん（再利用できるびん） 29.45
　　　⑩新聞 568.18
　　　⑪雑誌・雑がみ 702.55
　　　⑫段ボール 250.06
　　　⑬布類 206.55
　　　⑭剪定樹木チップ 97.19
　　　⑮草チップ 390.03

合計 22,243.42
※四捨五入により合計が合わないことがあります。

■
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
協
力
を

◆
地
域
で
行
わ
れ
る
資
源
回
収

（
7
月
分
）

〔
犬
山
地
区
〕

毎
週
日
曜
日　

御
幸
町
町
内
会

毎
週
木
曜
日 

午
前
8
時
30
分
〜

10
時　

犬
山
駅
前
通
り
発
展
会

2
日
㊏
白
帝
子
供
会

3
日
㊐
地
産
団
地
子
供
会

4
日
㊊
大
本
町
町
内
会

9
日
㊏
練
屋
町
、
本
町
町
内
会

（
61
・
1
8
9
2
河
橋
）

23
日
㊏
丸
山
さ
く
ら
子
供
会

31
日
㊐
上
野
住
宅
自
治
会

〔
羽
黒
地
区
〕

16
日
㊏
東
児
童
セ
ン
タ
ー
夏
祭
り

実
行
委
員
会（
☎
67
・
９
３
５０

）

■
生
ご
み
は
水
切
り
を

し
て
出
し
ま
し
ょ
う

　

生
ご
み
の
水
分
は
、
悪
臭
の
主

な
原
因
と
な
る
ほ
か
、
ご
み
出
し

の
と
き
に
重
く
な
り
大
変
で
す
。

ま
た
、
水
分
の
多
い
ご
み
を
焼
却

す
る
に
は
多
く
の
燃
料
が
必
要
と

な
り
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
生
ご

み
の
80
％
程
度
は
水
分
で
す
の

※
団
体
の
都
合
で
日
程
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
程
の
変
更
・
回
収
に
つ
い
て

は
各
団
体
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

で
、
水
切
り
を
し
っ
か
り
し
て
か

ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
生
ご
み
の
水
分
を
減
ら
す
方
法

・
野
菜
の
皮
な
ど
は
洗
う
前
に
切

り
、濡
ら
さ
ず
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

・
お
茶
が
ら
や
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
は

乾
か
し
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
イ
カ
な
ど
の
皮
は
細
か
く
切

る
こ
と
で
水
分
が
切
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

環
境
課
（
☎
44
・

0
3
4
4
）

都市美化センターへ直接持ち込む場合も分別が必要です！
　家庭から出る多量のごみ（可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ）は、都市美化セン
ターへ直接持ち込むことができます。（処理手数料　10kgにつき200円　1回300
㎏まで）
　その際も集積場に出すのと同様に、分別が必要です。
　新聞やペットボトル・アルミ缶等の資源物は、都市美化センター敷地内「わん
丸エコステーション」で無料回収しています。可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみを
都市美化センターに搬入する前にお立ち寄りください。(都市美化センターへ持
ち込み処理をする場合は、有料になりますのでご注意ください)
▼持ち込む際の注意事項
　・市の分別方法に従って、分別してください。
　・可燃ごみを持ち込む場合、指定ごみ袋は不要です。
　・�搬入の際は、係員の指示によりごみの種類別に荷下ろししてください。車両

からの荷下ろしは搬入者ご自身で行っていただきます。
　・�粗大ごみで、都市美化センターでの処理が困難と判断した場合は、分解・解

体の前処理をお願いすることや持ち込みをお断りすることがあります。
▼対象者
　・市内在住者に限ります。
　・�受付時に免許証・保険証による住所確認を行います。また、単身赴任等で住

民票の無い人は犬山市の住所地が明記された手紙または水道料金領収書等を
お持ちください。

　　　※本人または同居の人で搬入してください。
　　　※収集運搬の許可を持たない第三者が運ぶことは禁止されています。

▼問合せ先　環境課（☎44・0344）

犬山市都市美化センター　（可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ）
わん丸エコステーション　（新聞やペットボトル・アルミ缶等の資源物）
　　　犬山市大字塔野地字田口洞39番地128　　　☎61・3392

受付時間

平日（㊊〜㊎）　 午前 8時30分〜正午
　　　　　　　　午後 1時〜 3時30分
土曜日　　　　　午前 8時30分〜11時30分
※�㊏午後・㊐・㊗・年末年始（12月29日〜 1月 3日）は
休み。

■平成27年度ごみ・資源物収集量
　平成27年度のごみ・資源物収集量は表のとおりとなりました。
　市民の皆さんには今後もごみの減量と資源物の分別、リサイク
ルにご理解とご協力をお願いします。                       （単位：t）

■
8
月
1
日
か
ら

　
国
民
健
康
保
険
の

　
高
齢
受
給
者
証
が

　
新
し
く
な
り
ま
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
に
交
付
し
て
い
る

高
齢
受
給
者
証
は
、
7
月
末
日
で

有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
受
給
者
証
は
、
7
月
下
旬

に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。
医
療

機
関
へ
行
か
れ
る
際
は
高
齢
受
給

者
証
と
保
険
証
の
2
枚
を
窓
口
へ

提
示
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
の
高
齢
受
給
者
証

の
色
は
白
色
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、国
保
の
被
保
険
者
証（
保

険
証
）
に
つ
い
て
は
、
1
か
月
遅

れ
の
8
月
末
日
で
有
効
期
間
が
満

了
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
、
8
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

保
険
年
金
課
国
民

健
康
保
険
担
当
（
☎
44
・
０
３
２

７
）■

7
月
に
満
85
歳
に

　
な
る
人
へ

　

高
齢
者
の
外
出
支
援
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
基
本
料
金
相
当

額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
今
月
で

満
85
歳
に
な
る
人
、
す
で
に
満
85

歳
に
な
っ
て
い
て
交
付
手
続
を
し

て
い
な
い
人
は
長
寿
社
会
課
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
月
で
満
85
歳
に
な
る
人
は
誕

生
日
前
日
か
ら
交
付
の
手
続
き
が

可
能
で
す
。

▼
対
象　

満
85
歳
以
上
の
人
（
た

だ
し
、
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助

成
の
対
象
と
な
る
人
を
除
く
）　

▼
交
付
枚
数　

最
大
18
枚
（
申
請

さ
れ
た
月
か
ら
平
成
29
年
3
月
分

ま
で
）　

▼
交
付
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
顔
写
真
（
縦
4
㎝
×
横
3

㎝
）
1
枚　

▼
交
付
場
所
・
問
合

せ
先　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉

担
当
（
☎
44
・
0
32

5
）

■
犬
山
商
工
会
議
所

　
小
規
模
事
業
者

　
設
備
投
資
等
補
助
金

　

商
工
会
議
所
で
は
、
事
業
計
画

を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
た

設
備
投
資
等
を
実
施
す
る
小
規
模

事
業
者
に
対
す
る
補
助
金
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。

▼
対
象　

工
場
ま
た
は
事
業
所
が

犬
山
市
内
に
立
地
し
、
事
業
を
1

年
以
上
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る

小
規
模
事
業
者　

▼
補
助
の
内
容　

補
助
率
2
/
3
以
内
（
補
助
限
度

額
30
万
円
）。
た
だ
し
、
10
万
円

以
上
の
減
価
償
却
資
産
と
な
る
設

備
投
資
に
限
る
。　

▼
申
請
期
間　

7
月
1
日
㊎
〜
8
月
31
日
㊌

▼
問
合
せ
先　

犬
山
商
工
会
議
所

中
小
企
業
相
談
所
（
☎
62
・
５
２

３
３
）

■
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

『
今
年
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
！

夢
お
ど
る
2
つ
の
サ
マ
ー
』

　

で
っ
か
く
当
た
る
！
今
年
の
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
1

等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
7
億
円
！

　

た
く
さ
ん
当
た
る
！
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
7
0
0
0
万
は
、

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と
同
時

発
売
！

▼
販
売
期
間　

7
月
6
日
㊌
〜
29

日
㊎　

▼
抽
選
日　

8
月
9
日
㊋　

▼
支
払
開
始
日　

8
月
15
日
㊊

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。

夏本番

ルールとマナーを守って、
楽しい花火遊びを
★子供だけで遊ばない
★花火に書いてある
　遊び方をよく読んで、必ず守る
★花火を人や家に向けたり、燃えやすい物
のある場所で遊んだりしない

★風の強いときはやらない
★たくさんの花火に、一度に火をつけない
★花火をほぐして遊ぶことは絶対にしない
★必ず水の入ったバケツを用意し、使用後
は水に漬ける

★ゴミの後始末と火の始末をしっかりする

　花火まめ知識
　線香花火を長持ちさせる方法
・火薬の上部をねじって固くする
・斜め45度くらい傾ける
この 2つをすることで、こよりと火
の玉の接着面積が大きくなって落ち
にくくなるそうです。
　日本のワビサビを感じながら線香
花火を長持ちさせてみてはいかがで
すか。

▼問合せ先　消防本部予防課危険物担当（☎65・3123）
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▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時

■
ち
ょ
こ
っ
と
歩
こ
う

　
犬
山

　

今
回
は
、
木
曽
川
緑
地
周
辺
を

歩
く
コ
ー
ス
で
す
。
木
曽
川
の
自

然
を
感
じ
な
が
ら
健
康
づ
く
り
推

進
員
と
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き　

7
月
11
日
㊊
午
前
10
時

〜
（
約
1
時
間
）
※
雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所　

木
曽
川
緑
地
公
園

管
理
棟
前　

▼
と
こ
ろ　

木
曽
川

コ
ー
ス　

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
料
、

歩
き
や
す
い
服
装
で
出
か
け
て
く

だ
さ
い　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健

康
館■

健
康
講
演
会

　
「
古
傷
が
痛
む
と
雨
が
降
り
出

す
」
と
い
う
話
を
耳
に
し
ま
せ
ん

か
。
天
気
は
私
た
ち
の
身
体
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
病

気
の
な
か
で
気
象
の
影
響
を
受
け

る
も
の
を
総
称
し
て
「
気
象
病
」

と
呼
び
ま
す
が
、
天
気
が
悪
く
な

る
と
痛
み
な
ど
の
症
状
が
悪
化
す

る
現
象
を
「
天
気
痛
」
と
い
い
ま

す
。
天
気
と
痛
み
、
気
分
、
め
ま

い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
分
か
っ
た
結

果
を
も
と
に
し
て
、
疾
患
の
し
く

み
や
予
防
治
療
方
法
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
13
日
㊌
午
後
2
時

〜　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館
交

流
ホ
ー
ル　

▼
演
題　

雨
が
降
る

と
痛
み
、
う
つ
、
め
ま
い
が
出
る

の
は
な
ぜ
？
？　

▼
講
師　

天
気

痛
ド
ク
タ
ー　

佐
藤
純
氏
（
医
師

／
医
学
博
士　

愛
知
医
科
大
学
学

際
的
痛
み
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館

■
選
ん
で
楽
し
く

　
健
康
レ
ス
ト
ラ
ン

　

日
常
の
食
事
が
適
量
で
バ
ラ
ン

ス
が
よ
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

食
べ
た
献
立
を
本
物
そ
っ
く
り

の
食
品
サ
ン
プ
ル
の
中
か
ら
選
ん

で
セ
ン
サ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
の

せ
る
と
、
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
成
分

が
一
目
で
分
か
り
ま
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
ら
れ
ま
す
。（
予
約
不
要
、

時
間
内
で
あ
れ
ば
随
時
受
付
）

▼
と
き　

7
月
20
日
㊌
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時
（
受

付
は
終
了
15
分
前
ま
で
）　

▼
と

こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
内
容　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
ア
ド

バ
イ
ス　

▼
対
象　

ど
な
た
で
も　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳　

▼
問
合
せ
先　

市
民

健
康
館

■
健
康
な
ん
で
も
相
談

　

毎
月
、
市
民
健
康
館
に
お
い
て

無
料
か
つ
予
約
不
要
で
、
市
内
の

医
師
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
15
日
㊎
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
医
師　

石
原
外

科　

石
原
博　

▼
と
こ
ろ　

市
民

健
康
館　

▼
定
員　

な
し
（
当
日

先
着
順
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民

健
康
館

　

梅
雨
頃
か
ら
夏
に
か
け
て
増
加

す
る
熱
中
症
は
、
気
温
の
上
昇
や

運
動
等
に
よ
っ
て
体
内
の
水
分
・

塩
分
が
失
わ
れ
、
体
温
調
節
が
う

ま
く
い
か
な
く
な
る
こ
と
で
起
こ

り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
短
い
時
間
で
進
行

す
る
場
合
が
多
く
、
重
症
化
す
れ

ば
最
悪
の
場
合
死
に
至
る
可
能
性

も
あ
り
、
甘
く
み
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
早
め
の
対
策
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
特
に
、
体
温
調
節
機

能
が
発
達
し
て
い
な
い
子
ど
も

や
、
気
温
の
変
化
、
の
ど
の
渇
き

を
感
じ
づ
ら
い
高
齢
者
は
注
意
が

必
要
で
す
。

熱
中
症
の
症
状

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
手
足
の

し
び
れ
、
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
、

気
分
が
悪
い
、
頭
痛
、
吐
き
気
、

嘔お
う

吐と

、
倦
怠
感
、
虚
脱
感
、
い
つ

も
と
様
子
が
違
う
、
重
症
に
な
る

と
、
返
事
が
お
か
し
い
、
意
識
消

失
、
け
い
れ
ん
、
か
ら
だ
が
熱
い

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け

た
ら

・�

エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内

や
風
通
し
の
よ
い
日
陰
な
ど
、

涼
し
い
場
所
へ
移
動
す
る

・�

衣
服
を
ゆ
る
め
、
か
ら
だ
を
冷

や
す
（
首
周
り
、
脇
の
下
、
足

の
付
け
根
な
ど
）

健
康
プ
ラ
ン
21
�

〜
熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
〜

・�

水
分
・
塩
分
、
経
口
補
水
液
な

ど
を
補
給
す
る

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が

な
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
を
し
ま

し
ょ
う

　

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の

ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ

ま
め
に
水
分
・
塩
分
、
経
口
補
水

液
な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

暑
さ
を
避
け
る
工
夫

室
内
で
は

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
調
節

・�

遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打

ち
水
を
利
用

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

外
出
時
に
は

・
日
傘
や
帽
子
の
利
用

・
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

・�

天
気
の
よ
い
日
は
日
中
の
外
出

を
で
き
る
だ
け
控
え
る

か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
に

・�

通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
性
、
速

乾
性
の
あ
る
衣
服
を
着
用
す
る

・�

保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル

で
体
を
冷
や
す

ま
た
、
気
温
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
や
睡
眠
、
休
養
を

と
っ
て
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

■
犬け

ん

健け
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ

　
景
品
の
提
案
を
募
集

　

自
社
の
商
品
を
景
品
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
に
入
れ
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
市
民
が
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
た
め
の
応
援
事
業
と

し
て
「
犬
健
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
一
定
の
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で

犬
山
な
ら
で
は
の
特
産
物
等
景
品

を
差
し
上
げ
る
た
め
に
、
市
内
事

業
所
か
ら
景
品
の
提
案
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
事
業
所

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
健
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
は

　

18
歳
以
上
の
市
民
が
毎
日
の
健

康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

や
各
種
健
診
の
受
診
、
講
座
へ
の

参
加
な
ど
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ

た
健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施

す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
。

40
ポ
イ
ン
ト
獲
得
で
き
た
人
の
中

か
ら
抽
選
で
景
品
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
と
お
得
の
両
方
を
得
る

こ
と
の
で
き
る
制
度
で
す
。　

▼

問
合
せ
先　

市
民
健
康
館

■
禁
煙
相
談

　

毎
月
22
日
は
「
禁
煙
の
日
（
ス

ワ
ン
ス
ワ
ン
の
日
）」
で
す
。「
禁

煙
し
た
い
！
」「
で
き
れ
ば
禁
煙

し
た
い
！
」
そ
の
思
い
を
支
援
し

ま
す
！

▼
と
き　

7
月
22
日
㊎
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分
（
1
人
20
分
程

度
、
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館 

▼
内

容　

禁
煙
の
コ
ツ
、
呼
気
一
酸
化

炭
素
濃
度
測
定　

血
圧
測
定
な
ど　

 

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申
込
み
・

問
合
せ
先　

事
前
に
市
民
健
康
館

へ■
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

〜
精
神
科
専
門
医
に
よ
る
相
談
〜

　
「
最
近
夜
眠
れ
な
い
日
が
続
い

て
い
る
」「
何
も
や
る
気
が
し
な

い
」
等
、
本
人
の
悩
み
の
相
談
の

他
、
家
族
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の

相
談
も
可
能
で
す
。

▼
と
き　

7
月
26
日
㊋
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分
（
1
人
30
分
程

度
、
予
約
制
）　

▼
と
こ
ろ　

市

民
健
康
館　

▼
医
師　

犬
山
病
院 

院
長 

高
沢 

悟　

▼
定
員　

4
人　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申
込
み　

7
月
22
日
㊎
ま
で
に
市
民
健
康
館

へ■
善
意
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

●
市
へ

▼
防
犯
ブ
ザ
ー
（
池
野
小
学
校
）　

池
野
商
工
発
展
会

●
市
福
祉
基
金
へ

▼
5
，
0
0
0
円　

K
・
K

※
皆
さ
ん
の
善
意
は
、
市
民
活
動

や
福
祉
、
環
境
保
全
な
ど
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
羽
黒
げ
ん
き

　

星
に
願
い
を
2
0
1
6

　
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

▼
と
き　

7
月
3
日
㊐
午
後
4
時

〜
6
時　

▼
と
こ
ろ　

小
弓
の
庄　

▼
内
容　

ピ
ア
ノ
、バ
イ
オ
リ
ン
、

フ
ル
ー
ト
演
奏
な
ど　

▼
参
加
料　

ワ
ン
コ
イ
ン　

▼
問
合
せ
先　

小

弓
の
庄
企
画
運
営
委
員
会
（
☎

68
・
３
７６７


）

●
合
唱
団
「
ノ
イ
ア
ー
・
コ
ー

ル
・
ア
ー
」
＆
「
コ
ー
ル
・
ハ
ル

モ
ニ
ア
」
合
同
演
奏
会

　

市
内
で
活
動
す
る
2
つ
の
混
声

合
唱
団
が
初
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
精
魂
込
め
た
ス

テ
ー
ジ
に
加
え
、
プ
ロ
歌
手
や
ピ

ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
ソ
ロ
演
奏
も
交

え
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ス

テ
ー
ジ
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
ご
来
聴
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

7
月
30
日
㊏
午
後
1
時

開
演
（
昼
12
時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

南
部
公
民
館
講
堂　

▼
入
場
料　

無
料
（
全
自
由
席
）　

▼
問
合
せ
先　

河
村
（
☎
090
・
１

８
３
１
・
4
1
8
2
）

●
犬
山
女
声
合
唱
団
団
員
募
集

　

女
性
三
部
合
唱
を
中
心
に
練
習

し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

毎
週
㊊
午
前
10
時
〜
正

午　

▼
と
こ
ろ　

福
祉
会
館
2
階

音
楽
室　

▼
指
導　

加
川
文
子

（
名
古
屋
二
期
会
）　

▼
伴
奏　

佐
藤
真
由
美　

▼
問
合
せ
先　

小

川
（
☎
61
・
3
7
8
3
）

●�

ジ
ネ
ン
ジ
ョ
栽
培
の
会
員
と
サ

ポ
ー
ト
さ
ん
大
募
集

　

会
員
は
1
年
間
プ
ロ
か
ら
教
え

を
受
け
た
後
に
生
産
者
に
な
り
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
さ
ん
は
会
員
と
一

緒
に
種
イ
モ
栽
培
畑
の
作
業
を
年

間
5
日
間
（
お
も
に
平
日
）
以
上

助
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
2
㎏
の

夢
と
ろ
ろ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
興
味
が
増
せ
ば
1
年
後
に
会

員
に
な
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

犬
山
東
部
じ
ね
ん

じ
ょ
部
会　

宮
島
（
☎
090
・
２
６

８９

・
7
4
6
8
）

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

8
月
15
日
号
の
締
め
切
り
は
7

月
4
日
㊊
、
9
月
1
日
号
の
締
め

切
り
は
7
月
21
日
㊍
。
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新着紹介
（一部）

図書館だより図書館だよりあ
っ
！

パ
パ

桃
太
郎
だ
よ
！

わ
か
っ
た

わ
か
っ
た

お
い
し
い
っ

あ
っ

ド
ン
ブ
ラ

コ
？

冷
や
し
て

お
い
た

デ
ザ
ー
ト

を
…

な
ん
で

桃
じ
ゃ
な
い

の
っ
！？

い
い
景
色
を

見
な
が
ら

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

は最
高
だ
ろ

●「児童手当・特例給付　現況届」は
　提出しましたか？
　児童手当・特例給付を受けている人は、 6月中に「児
童手当・特例給付　現況届」の提出が必要となっており、
対象者には、 5月下旬に書類を送付しました。
　提出されない場合は、10月の定期支払を行うことがで
きません。まだ、お手元に現況届がある人は、早めに提
出をお願いします。
　現況届を失くした場合や不明な点がありましたら、気
軽に窓口か電話で問い合わせてください。
　なお、公務員の人は職場へ提出してください。
▼提出方法　市役所開庁時間（平日午前 8時30分〜午後
5時15分）に子ども未来課窓口へ提出または郵送
※�毎月第 1・ 3火曜日は午後 7時ま
で窓口を延長

▼問合せ先　子ども未来課育成担当
　（☎44・0323）

●子ども医療費助成（払い戻し）の申請は
　出張所でもできます。
　医療機関等の窓口で子ども医療費受給者証を使用せずに
支払った保険診療自己負担額の払い戻しは、市役所または
出張所にて申請が必要です。（領収書の有効期間は、医療費
を支払った日の翌日から 5年間です）
　必要書類等、詳細は保険年金課医療担当（☎44・0328）
までお問い合わせください。

●夏休み子どもクッキング参加者募集！
　楽しい夏休み、みんなでお料理作りに挑戦しませんか！
生地から作るカルシウム豊富で野菜たっぷりのピザ作りで
す。待っています！
▼とき　 8 月 4 日㊍午前 9時45分〜午後 1時30分　▼とこ
ろ　市民健康館　▼内容　生地から作るピザ、デザート、
その他　▼対象　市内の小学生（ 3年生以下は保護者同伴）　
▼定員　先着25人　▼参加料　 1 人500円程度（材料代実費）　
▼持ち物　エプロン、三角巾、手拭タオル、筆記用具、上
履き（子どものみ）　▼申込み　 7 月 6 日㊌〜28日㊍までに
食生活改善協議会　田口（☎62・0652）へ

犬山市子育て情報

7月の【子育て支援事業】 各施設で子育て支援事業を実施しています。ぜひご
参加ください。（日程は変更されることもあります）

児童館・児童センター　▼問合せ先　犬山南児童センター（☎62・4477）
事業名 対　象 と　き ところ 内容 7月の行事

子育て広場
「ぽんぽこ」

未就園の乳幼児
（ 0歳から）と保護者

毎週㊊〜㊎
10：00〜15：00　
㊗は除く

市内児童館・
児童センター

体操・手遊び
ふれあい遊び
水遊びなど

7日㊍七夕会

パパも
遊ぼう

未就園の乳幼児と父親
（家族も大歓迎）

7月16日㊏
10：30〜11：30 犬山西児童センター 魚つり遊び

※�各児童館・児童センターでも
自由に遊んでいただけます。
※ 8月はお休みです。

子育て支援センター　▼問合せ先　さらさくらつどいの広場（☎63・3817）
事業名 対　象 と　き ところ 内　容

にこにこタイム 未就園の多胎児と保護者 7月 6日㊌
10：30〜11：30

市民健康館
さら・さくら

交流・情報交換

さくらっこ
　　　ひよこ

6か月〜 1歳未満の
お子さんと保護者

7月 8日㊎
10：30〜11：30

歌・体操・ふれあい遊び・お話
歯磨き講座

さくらっこ
　　　あひる

1歳〜 1歳 6か月の
お子さんと保護者

7月22日㊎
10：30〜11：30

歌・体操・ふれあい遊び・お話
歯磨き講座

わくわくっこ
　カンガルー

2歳 7か月〜就園前の
お子さんと保護者

7月21日㊍
10：30〜11：30

絵本（英語・日本語）歌って踊ろ
う・ピアノの曲・手遊び

【相談事業】

子育て
毎日（㊐・㊗除く）　　　 9：00〜17：00　 さら・さくらつどいの広場� 　（☎63・3817）
毎日（㊏・㊐・㊗除く）　 9：00〜17：00　 犬山市子育て支援センター� （☎61・7533）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城東第 2子育て支援センター� （☎62・5677）

家庭児童 毎日（㊐・㊗除く）　　　 9：00〜16：00　 家庭児童相談室　� （☎62・4300）

利用者支援 毎日（㊏・㊐・㊗除く）　 8：30〜17：00　 子ども未来課� （☎44・0324）
※子育ての情報を提供し、相談・援助などをおこないます。

●�図書館では家庭で不要になった本を随時受け付けてい
ます。ただし、百科事典・全集・雑誌・ビデオは受け
付けできません。

【一般書】
『御朱印でめぐる奈良の古寺』�西山厚
『大坂落城異聞』� 高橋敏
『真田信之』� 黒田基樹
『外道クライマー』� 宮城公博
『君はどこにでも行ける』� 堀江貴文
『スマート防災』� 山村武彦
『ダークマターと恐竜絶滅』
� リサ・ランドール
『365日のめざましスープ』� 有賀薫
『幕末！疾風伝』� 天野純希
『猟師食堂』� 田中康弘
『ローズウィンドウ』� 中山真季
�
【児童書（読み物）】
（小学校低学年）
『うまれたよ！オトシブミ』
『うまれたよ！ボウフラ』
『いいわけサウルス』
『数ってどこまでかぞえられる？』
（小学校中・高学年）
『戦国時代のサバイバル』
『幕末のサバイバル』
『エジソン』
『校長先生が「きょうりゅう」になった』
『ニュースに出てくる国際組織じてん3』
�

【児童書（絵本）】（幼児向け）
『あったかいな』
『あたしときどきおひめさま』

※
あ
る
想
い
を
胸
に
秘
め
、
古
い

理
髪
店
を
訪
ね
た
「
僕
」
と
店
主

が
交
わ
す
特
別
な
時
間
。
急
逝
し

た
娘
に
代
わ
り
成
人
式
に
替
え
玉

出
席
す
べ
く
奮
闘
す
る
夫
婦
…
。

永
遠
の
よ
う
で
儚
い
家
族
の
日
々

を
描
く
６
編
の
物
語
。『
小
説
す
ば

る
』
掲
載
を
単
行
本
化
。

●『認知症の人がスッと落ち着く言葉かけ』
（右馬埜節子著）

※
認
知
症
の
人
は
、
記
憶
が
失
わ

れ
て
い
く
「
引
き
算
の
世
界
」
に

住
ん
で
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
た
ち

が
、
そ
の
世
界
に
合
わ
せ
て
「
引

き
算
」
を
使
っ
た
言
葉
か
け
を
す

れ
ば
い
い
の
で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
相

談
員
が
考
え
た
「
引
き
算
」
の
介

護
を
、
マ
ン
ガ
を
交
え
て
解
説
。

●『海の見える理髪店』（荻原浩著）

※
や
し
ゃ
ひ
め
さ
ん
が
、
初
恋
の

人
と
公
園
へ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
で
か

け
る
こ
と
に
。
し
か
し
、
や
し
ゃ

ひ
め
さ
ん
は
、
ち
ょ
う
ち
ょ
に
近

寄
る
と
変
身
す
る
病
気
に
か
か
っ

て
い
て
、
変
身
し
た
姿
を
見
ら
れ

た
く
な
い
と
言
い
ま
す
。
そ
こ
で

み
ん
な
が
協
力
し
て
…
。

●『モンスター・ホテルでピクニック』

※
「
う
ど
ん
と
ラ
ー
メ
ン
、
ど
ち

ら
が
お
い
し
い
か
決
め
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
あ
る
日
、
う
ど

ん
の
家
に
、
ラ
ー
メ
ン
か
ら
挑
戦

状
が
届
い
た
。
戦
い
の
地
平
に
見

え
た
結
末
と
は
…
。

●『うどん対ラーメン』

●
図
書
館
ま
め
知
識

図
書
館
「
司
書
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
（
後
編
）

　

図
書
館
司
書
の
力
量
は
、
調
べ
物
な
ど
に
役
立
つ
本
を
適
確
に
探
し
出
し
、
提
供

す
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
」
が
肝
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
幅
広
い
分
野

や
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
図
書
館
司
書
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
場
合
も
当
然
あ
り
ま
す
。

　

力
量
を
高
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
の
資
料
館
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
専
門

員
、
ま
た
は
郷
土
史
家
、
大
学
図
書
館
の
司
書
な
ど
と
日
頃
か
ら
連
携
を
密
に
し
、

相
談
で
き
る
関
係
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
を
「
レ
フ
ェ
ラ
ル

サ
ー
ビ
ス
」
と
言
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
便
利
な
調
べ
も
の
ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
「
書
物
の
行
間
に
滲
み
出
る
知
識
」
を
、
習
得
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
“
人
は
城
、
人
は
石
垣
、
人
は
堀
”
な
の
で
す
。

●
今
月
の
一
冊

『
無
私
の
日
本
人
』　

太
田
垣
蓮
月�

（
磯
田
道
史
著
）

　
『
本
当
に
大
き
な
人
間
と
は
、
世
間
的
に
偉
く
な
く
と
も
金
を
儲
け
ず
と
も
、
わ

ず
か
で
も
濁
を
清
の
方
向
に
変
え
る
浄
化
の
力
を
宿
ら
せ
る
人
で
あ
る
。』
歴
史
学

者
の
著
者
が
自
分
の
子
供
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
古
文
書
で
出
会
っ
た
三
人
の
生
涯

を
記
す
。
穀
田
屋
十
三
郎
、
中
根
東
里
と
太
田
垣
蓮
月
で
あ
る
。

　

蓮
月
は
、
歌
人
で
尼
僧
。
自
作
の
和
歌
を
刻
ん
だ
「
蓮
月
焼
」
の
儲
け
は
貧
民
救

済
に
あ
て
ら
れ
た
。
江
戸
開
城
を
前
に
西
郷
隆
盛
に
歌
で
直
訴
し
た
。「
仇
味
方
勝

つ
も
負
け
る
も
哀
れ
な
り
同
じ
御
国
の
人
と
思
え
ば
」
生
来
の
品
性
と
強
さ
で
人
を

育
て
、
社
会
に
幸
せ
を
も
た
ら
し
た
。
心
洗
わ
れ
る
一
冊
。

�

（
図
書
館
読
書
会
「
藍
の
会
」）

こだわり 土 屋 慎 吾

文 ㈱TRC図書館流通センター
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各種相談コーナー（無料）
内　容 と　　き ところ

市 民 毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時

市役所 1階　市民相談室
下記時間帯は手話通訳が利用できます
㊌㊎午前 8時30分〜午後 4時

行 政 7 月22日㊎　午前10時〜午後 3時 市役所 1階　市民相談室

登 記 7 月13日㊌　午後 1時〜 3時 市役所 2階　相談室②

不 動 産 取 引 7 月19日㊋　午後 1時〜 4時 市役所 2階　相談室②

行 政 書 士 7 月27日㊌　午後 1時30分〜 3時30分 市役所 2階　相談室②

弁 護 士 に よ る 法 律
（要予約）

8 月 4 日㊍　午前 9時〜正午（ 1人20分間）
※ 7月 7日㊍午後 1時から社会福祉協議会で
　予約受付先着 9人（電話受付のみ）

福祉会館相談室（☎62・2508）
　　　　　　　　（☎61・2563）

心 配 ご と 7 月 7 日㊍・21日㊍　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

結 婚 毎週土曜日　毎月第 2水曜日
午前 9時〜正午（受付11時30分まで） 福祉会館相談室（☎62・6299）

ボ ラ ン テ ィ ア 毎週月曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎62・6299）

身 体 障 害 者 7 月 6 日㊌　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

知 的 障 害 者 7 月11日㊊　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

精 神 保 健 福 祉 士
に よ る 相 談

7 月12日㊋　午前 9時〜正午
　　26日㊋　午後 1時〜 4時 市役所福祉課相談室

発 達 支 援
（要予約）

7 月 4 日㊊・28日㊍　午前 9時30分〜正午
※18歳まで 保健センター（☎61・1176）

ポ ル ト ガ ル 語
ス ペ イ ン 語
外 国 人

毎週金曜日　午後 1時〜 4時30分 市役所 1階　相談室

英語・中国語・タガログ語
外 国 人 7 月 5 日㊋　午後 1時〜 4時30分 市役所 2階　相談室②

人 権 7 月20日㊌　午後 1時〜 4時 南部公民館会議室 3

青少年の非行・いじめ 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 5時 市役所 3階　文化スポーツ課　青少年センター
（☎44・0353）

児 童 生 徒 の
不 登 校 相 談 室 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 5時 福祉会館内適応指導教室「ゆう・ゆう」

（☎63・0502）

家 庭 児 童 毎日（㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 4時 福祉会館内家庭児童相談室（☎62・4300）

児 童 虐 待 に 関 す る
情 報 提 供

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時15分

子ども未来課（☎44・0322）
※電話（☎61・6288）は24時間対応です

ひ と り 親 自 立 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 4時 子ども未来課（☎44・0323）

建築士による住宅相談
（要予約） 予約により決定㊏・㊐・㊗と年末年始は除く 相談者宅など（予約により決定）

予約先：都市計画課（電話可☎44・0331）

弁 護 士 に よ る
消 費 生 活 法 律 7 月15日㊎　午後 1時〜 4時 市役所 2階　206会議室

※予約は産業課（☎44・0340）

消 費 生 活 毎週月〜木曜日（㊗除く）午後 1時〜 5時 市役所 1階　相談室（☎44・0398）

労 働 7 月20日㊌　午後 1時〜 4時 市役所 2階　相談室②
※予約は産業課（☎44・0340）

内 職 毎週火曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

年 金
毎週火・金曜日（㊗除く）
午前 9時30分〜午後 4時30分
（正午〜午後 1時休憩、　最終受付 4時）

市役所 2階　相談室①
保険年金課年金担当で受付　※当日先着12人
年金額、加入期間の確認は不可

一宮年金事務所による
年 金 出 張 相 談

7 月28日㊍　午前10時〜午後 3時
（正午〜午後 1時休憩） 保険年金課年金担当で受付　※当日先着12人

オ ー プ ン 議 長 室
（議会の市政相談）

毎日（㊏・㊐・㊗と議会会期中は除く）
※要予約

市役所 6階議長室
※予約受付は議事課（☎44・0307）

たくろう通信犬
山
市
長

新時代の風 ⑮

建
設
地
の
決
定

　

平
成
28
年
3
月
、
新
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
地
を
、
江
南
市
中
般
若
町

北
浦
地
内
（
愛
岐
大
橋
南
東
）
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

決
定
ま
で
の
間
、
地
元
6
地
区
と

は
丁
寧
に
対
話
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
地
元
の
同
意
状
況
と
し
て
は
、

江
南
市
側
の
3
地
区
は
同
意
済
み

で
、
扶
桑
町
側
の
3
地
区
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
2
地
区
で
賛

同
及
び
条
件
付
き
賛
同
が
過
半
数
を

上
回
り
、
1
地
区
は
反
対
が
上
回
る

状
況
で
し
た
。

　

す
べ
て
の
地
区
の
賛
同
を
得
る
こ

と
が
理
想
で
す
が
、
地
元
の
同
意
状

況
を
踏
ま
え
、
概
ね
の
理
解
が
得
ら

れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
こ
と
や
、

現
施
設
の
老
朽
化
と
新
施
設
の
建
設

と
い
う
重
要
課
題
に
適
切
に
対
処

し
、
公
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
な
ど

を
勘
案
し
、
2
市
2
町
の
首
長
全
員

一
致
で
、
建
設
地
決
定
の
決
断
を
し

ま
し
た
。

 

地
元
協
議

　

建
設
地
は
決
定
し
ま
し
た

が
、
今
後
の
検
討
を
進
め
て
い

く
上
で
、
地
元
と
継
続
的
に
対

話
の
場
を
設
け
、
相
互
理
解
が

深
ま
る
よ
う
丁
寧
に
向
き

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
6
月
に
は
3
回
に
分
け
て
地
元

説
明
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
年
度
の
取
り
組
み

①�

地
元
住
民
代
表
、
環
境
団
体
等
の

代
表
、
議
会
代
表
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
施

設
の
内
容
等
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

②�

国
か
ら
の
交
付
金
を
得
る
た
め
に

必
要
と
な
る
循
環
型
社
会
形
成
推

進
地
域
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

③�

建
設
地
の
用
地
取
得
に
向
け
、
江

南
市
が
地
権
者
交
渉
を
進
め
ま
す
。

④�

新
施
設
の
事
業
主
体
と
な
る
2
市

2
町
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
設
立

の
準
備
を
進
め
ま
す
。

い
つ
で
き
る
の
？

　

今
か
ら
施
設
の
供
用
開
始
ま
で

は
、
概
ね
10
年
程
度
か
か
る
見
込
み

で
す
。
用
地
取
得
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
実
施
（
3
年
半
か
ら
4
年
程
度

必
要
）、
そ
の
後
、
都
市
計
画
決
定
、

施
設
の
設
計
及
び
整
備
工
事
な
ど
、

順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
し

て
も
、
一
般
的
に
こ
の
く
ら
い
の
時

間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

い
く
ら
か
か
る
の
？

　

総
事
業
費
は
、
ご
み
処
理
施
設
の

処
理
方
式
や
処
理
能
力
、
付
帯
設
備

等
を
ど
う
す
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く

変
わ
る
た
め
、
そ
れ
が
確
定
し
て
い

な
い
現
時
点
の
試
算
は
困
難
で
す
。

　

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
参
考
デ
ー

タ
と
い
う
前
提
で
、
小
牧
・
岩
倉
の

ご
み
処
理
施
設
の
総
事
業
費
約

1
4
0
億
円
（
土
地
代
を
除
く
）
を

基
に
、
2
市
2
町
の
人
口
規
模
な
ど

か
ら
犬
山
市
の
負
担
額
を
試
算
す
る

と
、
約
40
〜
50
億
円
（
負
担
率
30
％

〜
35
％
）
程
度
と
想
像
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
犬
山
市
で
は
新
施
設
建
設

に
備
え
て
、
積
み
立
て
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
27
年
度
末
で
約
6
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
財
政
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
積
み
立
て
て
ま
い

り
ま
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
地
決
定
！
解
決
に
向
け
大
き
く
前
進
！

　　　　　　　 高 齢 者 の 総 合 相 談 　　　　　　　
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（☎44・0325）
受付時間：午前 8時30分〜午後 5時15分（㊏㊐㊗を除く）

■休日・平日時間外の水道緊急時
連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（犬山市五郎丸東1-70　☎62・8100）
受付時間：午前 8時30分〜11時30分（診療は午前 9時から）
　　　　　午後 1時30分〜 4時15分（診療は午後 2時から）

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。
○救急医療情報システム 　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5 か国語対応）
　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　夜間に医療相談が受けられます。
　★受付時間／午後 7時〜翌朝 8時までの毎日

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）※（所在地）は、市町・大字小字にて表記

■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9 時30分〜11時30分

と  き 病・医院名 電　話

7 月 3 日㊐ 塚原歯科医院� （東古券） 61・4540
7 月10日㊐ おりの歯科� （扶桑町高雄） 0587・91・0222
7 月17日㊐ かみの歯科� （上坂） 65・4860

■休日（夜間）診療
受付時間：午後 5 時〜 8 時

と  き 病・医院名 電　話

7 月 3 日㊐ 樹クリニック� （上坂）
さとし眼科クリニック� （成海南）

62・3101
68・3104

7 月10日㊐ 黒川すこやかクリニック�（下大本町）
竹内整形外科クリニック�（専正寺町）

61・0083
61・7311

7 月17日㊐ いたつ内科クリニック� （本郷）
にわ耳鼻咽喉科� （堀田）

67・6333
67・6868

FMラジオ84.2MHz
愛知北エフエム

犬山市ホームページ

避難所開設案内、警報など放送
市内の気象情報・雨量・
河川水位などを検索

犬山市安心情報メール
登録は空メール送信か、QRコード（右）を読込んでください。
t-inuyama-anshin@sg-m.jp（空メール用送信アドレス）

江南緑地公園

愛岐大橋

愛岐大橋南

木曽川

建設地位置図

扶桑緑地公園

建設地
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名経大管理
栄養学科学生の名経大管理
栄養学科学生の

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所企画広報課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。

編
集
後
記

名古屋経済大学管理栄養学科　4年
安田　記子

にこにこ笑顔で元気いっぱ
いに育ってね！！

宮脇　似
に

奈
な

ちゃん
（西三条）

平成27年 7 月 7 日生まれ

お友達をいっぱいつくって
元気にたくましく成長して
ね

杉山　領
りょう

祐
すけ

ちゃん
（止々馬木）

平成27年 7 月13日生まれ

インターネットホームページアドレス　http://www.city.inuyama.aichi.jp/
Eメールアドレス　010201@city.inuyama.lg.jp　FAX 0568〈44〉0360
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犬山市の人口と世帯
●6月1日現在●
人口� 74,766人
男　　� 37,265人
女　　� 37,501人
世帯　� 30,363世帯
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梅干しのクエン酸で暑さを乗り切りましょう！　梅しらすスパゲティ

今回は初夏にさっぱり食べられる「梅しらすスパゲティ」の紹介です。暑さに慣れないこの時期は、
食欲もなくなり、疲れやすくなったりします。そんな時は、梅干しを使った料理がぴったり！梅干し
をしらすと炒めることで、梅の味をより引き立たせています。さらに、ベーコンの旨味とエリンギの
触感がとても美味しいです！大葉を飾って見た目にもさわやかに、食欲のわかない暑い日には一度
作ってみてはいかがでしょうか？

QRコード

栄養価（1人分）
エネルギー：677Kcal
食物繊維：4.6g
カルシウム：78㎎　など
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犬 山 風 鈴 で
“ 涼 と 癒 し ” の お も て な し

犬山駅コンコース西口・東口に300年の歴史
を有する犬山焼の風鈴計26個が飾られてい
ます。風に揺られ柔らかく涼しげな音色を響
かせています。

〈下準備〉
梅干しは種を除いて細かく刻む。
〈作り方〉
①ベーコン、エリンギを細切りにする。
②スパゲティを表示通りにゆでる。
③�フライパンにサラダ油を熱し、梅干しと
しらすを入れて炒め、取り出す。
（※飾り用のしらすを少し残すと良い）
④�③のフライパンにベーコンとエリンギを
入れ、炒める。
⑤�ゆでたスパゲティと炒めた梅干し、しら
すをフライパンに加え、しょうゆ、バター
とともに味を調える。
⑥�お皿に盛りつけ、大葉と残しておいたし
らす（※）を飾る。

梅干しには、クエン酸やリンゴ酸が多く含まれており、疲労回復や食欲増進効果があるといわ
れています。また、クエン酸はカルシウムの吸収を促進するので、しらすとともに食べること
で骨粗鬆症の予防にもつながります。そして、この時期特に気を付けなければならない食中毒
菌の増殖を抑制する作用もあります。ぜひ梅干しを取り入れて、この暑さを乗り切りましょう！

［材　料］（ 4人分）
スパゲティ…………… 400g
大葉…………………… 10枚
梅干し……………… 中 4個
エリンギ……………… 6本
しらす………………… 50g
厚切りベーコン……… 120g
バター………………… 10g
しょうゆ………… 大さじ 1
サラダ油………… 大さじ 2


